
地 名
散 歩

常陸と陸奥の国境に置かれたという勿来関にちなんで窪田
村は勿来町と改称、のち勿来市（現いわき市）に。茨城県側
には関本の地名がある。1:200,000「白河」昭和31年編集

新潟県西端の難所・親不知。北陸本線はかつて現在より海
に近い断崖絶壁をたどっていた。北陸自動車道は海上を高
架橋で通過。「地理院地図」令和3年8月10日ダウンロード

第114回　「返り点」を付けて読む地名

北陸道随一の難所といえば、新潟県の最西
端に位置する親

おやしらず

不知である。明治に入ると「鉄
道の時代」で北陸本線が建設されるのだが、あ
まりに険しい地形に工事は難航した。全線開通
は元号が変わった大正2年（1913）にずれ込ん
だが、その概要を知るのに最適なのが『日本鉄
道請負業史』の明治篇（鉄道建設業協会）であ
る。鉄道のない時代の北陸道がどれほどの難
所であったか、その記述は迫力満点なので少し
長いが引用する。
「この難所は新潟県の西隅、富山県との境界
に近き地点に在り、乗鞍山脈の巍

ぎ

峨
が

たる山脚
が日本海に突入せる所で古来北陸第一の天

てん

険
けん

地と称せられ、市
いち

振
ぶり

より歌を経て青
おう

海
み

に至る
四里の間は断崖絶壁直

じか

に海に迫り、道路開設
不可能なりしため往時旅人は波打際を通行し
た。風波穏かなる日には砂浜幅七、八間、所

により半町一町〔約54～ 109メートル〕もあ
るが、風波起れば狂瀾〔荒波〕直に絶壁に打か
け通路は跡かたもなくなる。その中にても特
に五、六町の間は別して通路狭く難所中の最
難所にして偶然にも絶壁の根元十間置き位に
穴いくつもあり、波激しき時旅人はこの穴に
走り入り、波の引く瞬間に走り過ぎ、次の穴
に入って波を避ける」
という具合で誰もが命懸けで通過するた
め、親も子もお互いを顧みる余裕がまったく
ないことから、親不知・子不知という通称地
名が定着した。ある商人などは急用のため悪
天候の中を無理に通過しようとしたが激浪が
止まず、避難した穴からなかなか出られずに
8日間も閉じ込められたという。
大正元年（1912）にこの区間が開通した際
に設置されたのが親不知駅である（現えちご
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トキめき鉄道）。所在地は歌という珍しい地名
で、聖徳太子が大きな岩に歌を彫った伝承も
あるが、駅構内が隣の大字外

と

波
なみ

に跨がってい
ることもあってか、知名度の高い親不知とし
たのかもしれない。不知を「知らず」と読むに
は返り点が必要だが、漢字文化圏としての歴
史が長い日本にはその種の地名が多くはない
が存在する。
返り点を付けて読む地名には「不」の字が多

い。知名度が高いものでは東京・上野の不
しのばずのいけ

忍池
だろうか。有名ながら起源は不詳で、上野の
山（台地）を指す忍

しのぶがおか

岡に関連するともいうが、
なぜ「忍ばず」なのかは不明だ。全国的に有名
なのは熊本県南部の不

し ら ぬ い か い

知火海だろうか。
日
やまとたけるのみこと

本武尊の父である景
けい

行
こう

天皇が九州巡行の
際、怪しい火を認めて「あれは何だ」と問うて
も知る人がなかったため不知火の名が付いた
とされている。実際には一定の気象条件下で
漁
いさりび

火が異常屈折して見えるのだそうだ。平成
17年（2005）まで熊本県宇

う

土
と

郡
ぐん

不
し ら ぬ ひ

知火町がお
そらく日本唯一の「返り点で読む自治体」で
あったが、現在は宇

う

城
き

市
し

内となっている。
埼玉県には不老川という小さな川が流れて

いる。地名辞典などには「としとらずがわ」の見
出し語で掲載されているが、地元の人に聞け
ばおおむね「ふろうがわ」と呼んでいるようだ。
武蔵野台地を流れる入

いる

間
ま

川（荒川水系）の支流
で、分厚い砂礫層のため冬は渇水、伏流して
いることが多いため「年を越して流れない」こ
とから不老川の名が付いたとされる。誰もが
元日に1つずつ年齢を重ねていた数え年なら
ではの命名だ。フロウと音読されるのは、おそ
らくトシトラズが言いにくいからだろう。
関東から静岡県にかけて数か所点在してい

るのが不
いりやまず

入斗という地名で、横須賀市不入斗
町は「斗」が数える意であることから、数える
ほどにもない不毛の土地、もしくは租税対象
でない土地といった解釈があるそうだ。千葉

県には市
いち

原
はら

市、富
ふっつ

津市、南
みなみ

房
ぼう

総
そう

市（旧富山町）
の不入斗もおおむね貢租免除地に関連する由
来が伝わっている。いずれも古代から中世に
遡る古い地名だ。現在の東京都大田区にも不
入斗はあった。明治22年（1889）の町村制施
行で新井宿との合併で合成地名の荏

え

原
ばら

郡入
いり

新
あら

井
い

村（大正8年から入新井町）の大字不入斗と
なったが、昭和7年（1932）に東京市内に編入
された際に大字名が消滅して大森区入新井と
なり、さらに戦後の同39年から大森北、大森
本町に再改称されて「入」の字も消えて完全消
滅してしまった。
不の字に比べればずっと少ないが、無のつ
く「返り点地名」もある。私が20年ほど前に訪
れたのが山形県鶴岡市、庄内平野のまん中に
位置する旧藤島町の無

よばらず

音だ。知らなければ読
めないが、村の北西側にかつて沼があって、
ここを通る際には沼の主に知られないように
一切音を立てずに（喚

よ

ばらず）通ったことに由
来すると聞いた。
福井県の若狭湾に近い無

さかなし

悪も超難読地名だ
ろう。このように「意味の強い漢字」が用いら
れた地名は何らかの物語を伴うことも多く、
嵯
さ

峨
が

天皇がらみの伝承（詳細は省くが「嵯峨な
し」の転）もあるというが、いかにもこじつけ
だ。サカナシと読む地名では阿蘇の坂梨のよ
うに坂を成した場所の可能性はあるが、それ
でも「悪が無い」という字使いはどんな脈絡で
成立したのだろうか。
返り点ではないが、福島県いわき市には
勿
なこそ

来の地名と常磐線勿来駅がある。常陸国の
海辺から陸奥国へ入る場所にあったとされる
勿
なこそせき

来関にちなむ。蝦
え

夷
ぞ

に対する守りだから、
読み下せば「来る勿れ」である。関所の実態は
不明だが、遠い奥州を遙かに想う歌枕の地と
して名高かったため、窪

くぼ

田
た

村に設置された駅
名も当初から勿来を名乗り、その後は勿来市
も誕生した（昭和41年に合併、現いわき市）。
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常任理事・総務部長就任のご挨拶

総務部長　　北
きた

村
むら

秀
ひで

実
み

近畿ブロック協議会から推薦をいただき、常任理事を拝命いたしました滋賀会
所属の北村秀実です。連合会理事3期目で初めて総務部を担当いたします。この
二年間はコロナ禍における定時総会の運営に注目の集まった総務部ですが、総務
＝何でも屋といわれる幅広い職務をこなしてこられた前山本憲一部長の取り組み
姿勢を見てきましたし、その重責を痛感するところです。会務は待ってくれませんし、もちろん停滞さ
せることはできません。
しかし、半歩立ち止まって総務部新入り理事の目線で連合会を見渡してみる必要があるということを

常に自分に言い聞かせようと思います。
第78回定時総会ではコロナ禍等非常時の総会の運営や法人会員の会費について、多くの会からご質

問をいただき、規則整備検討についてのお約束をしております。また、紙幅の関係で一つだけ申し上げ
ると、土地家屋調査士会からの照会・問い合わせへの回答は総務部が担当しています。その数は年間
200件を超え、連合会からの説明が不十分であることに起因する、問題や不信感が生じないよう速やか
な手続きを心掛けたいと思います。私は約20年間土地家屋調査士会ADRに取り組んできましたが、そ
こで学んだ「傾聴」「対話」「創造」を総務部でも役立てていきたいと思っています。会員の皆様には、まだ
何の実績もない新米総務部長からの身勝手なお願いですが、是非、ご意見、ご指導、そして応援をお願
いしたいと思います。今後の全国会長会議等、各種会議でお話しできることを楽しみにしております。
今期は、高倉健次長、菅原淳次長、市川栄二理事、そして総務担当・庶務担当・登録担当の職員7名

と一緒に、全力で事業に取り組む所存ですので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

常任理事・財務部長就任のご挨拶

財務部長　　大
おお

久
く

保
ぼ

秀
ひで

朋
とも

この度、常任理事（財務部長）に就任いたしました、香川会所属の大久保秀朋と
申します。連合会役員に就任することでさえ重責だと感じていたのですが、今期
財務部長という大役を仰せつかることとなりました。
岡田会長の下、土地家屋調査士制度の発展、会員の皆様の社会的地位の向上に

資するため、連合会の事業が円滑に遂行されるように財務の執行の側面から尽力してまいります。
財務部にとって重要なことは、皆様からお預かりさせていただいた会費の適正な執行と健全な財務基

盤の確立であると感じています。また、その財政のあり方が、全国の会員の皆様に還元され、享受され
ているかという意識を持って務めてまいります。
加えて福利厚生、親睦事業についても財務部が会員の皆様に働きかけのできる重要な事業であると考

えていますので、より充実したものとなるよう取り組みたいと思います。
担当の鈴木貴志副会長、広島会の川西次長、栃木会の東野次長の財務部の頼もしいメンバーと共に協

力して会務に当っていくことはもちろんのこと、他の部の役員の方々とも連携を図り、連合会の円滑な
運営を支えてまいりたいと考えております。会員の皆様二年間どうぞよろしくお願いします。

常任理事就任の挨拶
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常任理事・業務部長就任のご挨拶

業務部長　　今
いま

瀬
せ

勉
つとむ

この度、岡田会長の指名理事として、常任理事（業務部長）を担当させて頂くこ
とになりました岐阜会所属の今瀬勉です。よろしくお願いいたします。
土地家屋調査士をなりわいとしているからには、その会に役立つことを務める

ことは、当然のことであると教えられ、登録以来愚直に務めてまいりました。そ
して、そのなかで、出会った方々に幸いにも恵まれ、ここまで何とかやってこられた、というのが率直
な思いであり、大変感謝いたしております。
業務部としては、事業計画にある土地家屋調査士業務取扱要領に係る業務マニュアル等の作成を始め

とし、日常業務に関わる多くの会務を担当することになっていますが、業務部担当の野中副会長、水野
次長、松田次長、松本理事の役員はもとより、連携する多くの委員会の皆さんのお力添え無くして、こ
れらは成り立ちません。さらには、全国の土地家屋調査士会の会長さんをはじめ、会員の皆さんのパワー
が必須でありますので、何とぞ、よろしくお願いいたします。
今まで、委員、理事として連合会に参加させていただきましたが、そこには、実に多様性のある状況

がありました。そこで、これらの多様性の強みの部分を生かしつつ、私たち土地家屋調査士が、力を合
わせて「不動産に関する権利の明確化に寄与し、もつて国民生活の安定と向上に資する」という「使命」を
果たすことにより、「持続可能な社会」の実現につながり、その結果として制度の発展にもつながると思っ
ています。
これからは、更に多くの方々との出会いと連携に期待しつつ、全力で努めてまいりますので、何とぞ

よろしくお願いいたします。

常任理事・研修部長就任のご挨拶

研修部長　　山
やま

﨑
ざき

勇
ゆう

二
じ

この度、岡田会長の指名理事として常任理事（研修部長）を拝命しました中部ブ
ロック協議会・福井会所属の山﨑勇二です。前々期まで4年間研修部の理事とし
て携わっており、二年ぶりに研修部に復帰することになりました。
研修部で行う事業は、年度を跨ぎ継続性のあるものが多く、前期の研修部役員

の皆様が策定された実施計画を引き継ぎ、運営に努めてまいりたいと思います。
また岡田会長から、①新人研修会の検証とブラッシュアップ、②年次研修の実施と検証、③研修体系

の確立と提示、④ADR特別研修の受講者の掘り起こしについて指示を受けました。
土地家屋調査士の研修については、土地家屋調査士法第25条第1項に「資質の向上を図るよう努めな

ければならない」と規定されていることは、会員の皆様もご承知のことと存じますが、研修体系を確立
することにより、より有意義かつ効率的に研修計画が策定され会員の皆様が受講していただけるように、
ご提示できるよう重点課題として取り組んでまいります。
ADR特別研修についても、受講者の減少が著しく、受講者の募集に各土地家屋調査士会の役員の皆

様にご苦労をおかけしていることは承知しております。これまでの受講促進方法、運営の支援方法等の
見直しを図りたいと考えております。
土地家屋調査士制度全体にとっての研修をモットーに、制度対策本部との連携をとりながら、今期の

研修部は、野中担当副会長の下、古田次長（静岡会）、東次長（奈良会）、千葉理事（岩手会）、事務局職員
二名の体制で会務に努めさせていただきます。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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常任理事・広報部長就任のご挨拶

広報部長　　山
やま

本
もと

憲
けん

一
いち

この度、関東ブロック協議会より推薦いただきました東京会の山本憲一です。
連合会二期目に広報部長を拝命いたしました。
今期広報部は多くの予算が組まれており、総会で承認いただいた事業計画が計

画的に執行できるよう努めてまいります。
外部に向けた土地家屋調査士の魅力の発信として、SNS（YouTube、Facebook）を主にして人々の目

に留まる機会を増やしていきたいと考えています。
人々と土地家屋調査士の仕事がどうつながるのか、土地家屋調査士の側からではなく人々の目線から

伝えることが重要だと考えています。さらに連合会が今どんなことを行なっているのか、小さなことで
も新しい情報をこまめに発信することで連合会の体温を感じていただければと思います。
広報はその成果が表しにくい事業であること、役員も土地家屋調査士であり、専門の知識を持ってい

るわけではないため、各土地家屋調査士会で広報を担当されている役員の方々は日々ご苦労されている
と思います。内部に向けた組織強化のための広報として、広報マニュアルを作成することを検討してい
ます。広報のポイントや外部発信のためのツールの紹介などを盛り込んでいきたいと思います。
前期は総務部長として関係法規にのっとり案件を進めてきました。もっとも後半は法規にのっとらな

いことばかりで、それはそれで苦労しました。広報という企画力が求められる部署で前回とは違った観
点から土地家屋調査士制度を充実・発展させて行けることを楽しみにしています。連合会としての広報
の在り方というものをまだつかみ切れていないところですが、SNSなどスタートしながら考えること
ができるのが広報部でもあります。
鈴木貴志副会長の下、久保次長（長野会）、中山理事（兵庫会）、濵田理事（三重会）の体制で会務を進め

てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

常任理事・社会事業部長就任のご挨拶

社会事業部長　　浅
あさ

野
の

裕
ひろ

士
し

北海道ブロック協議会から推薦をいただき、常任理事（社会事業部長）を拝命い
たしました札幌会所属の浅野裕士と申します。連合会理事3期目となり、前期・
前々期と業務部を経験させていただきまして、今期は社会事業部を担当させてい
ただくことになりました。
今年度も引き続き、地図作成作業、地籍整備事業、ADRセンター、法テラス、公共嘱託登記、所有

者不明土地等々の事項を進めていきます。具体的には、地図作成の効率的な業務の進め方の分析・発信、
また国土調査法及び土地基本法の改正に伴う部分や地域福利増進事業等も土地家屋調査士としての関わ
りについての分析・検討も必要であると考えています。認定調査士の活用、ODRの推進、固定資産の
納税者情報、管理不全土地の管理の人材育成への準備、土地家屋調査士の社会貢献に関しても検討して
いきたいと考えております。
関係省庁も多岐にわたりますし、全調政連・全公連との情報共有や連携が不可欠です。そして何より

も各土地家屋調査士会や会員の皆様からのご意見や情報をしっかりと吸い上げて事業を進めていきたい
と考えております。今期は、担当である千葉会の鈴木泰介副会長の下、茨城会の髙橋正典次長、徳島会
の西岡健司次長、福岡会の鮫島清理事とともに事業を進めてまいります。
皆様のお知恵とお力をお借りしながら、全力で事業に取り組みたいと考えております。
各ブロック協議会、各土地家屋調査士会、各会員の皆様のご理解、ご協力、ご支援をどうぞよろしく

お願い申し上げます。
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常任理事・研究所長就任のご挨拶

研究所長　　城
き

戸
と

崎
ざき

修
おさむ

九州ブロック協議会から推薦をいただき、第78回定時総会において理事に再
任され、6月30日の理事会の承認を得て、常任理事（研究所長）を拝命いたしまし
た大分会所属の城戸崎です。予期せぬ重責に戸惑いもありますが、全力を投入さ
せていただきます。
前期は広報部担当理事として内外への制度広報に取り組むとともに、土地家屋調査士制度制定70周

年記念事業実行委員会において、活動させていただきました。
その中で、情報収集にあたり情報発信はもとより情報管理の重要性及び連合会情報並びに各土地家屋

調査士会情報の共有システムのDX化（デジタルトランスフォーメーション）の推進、そして今年度研究
所の事業計画でもあります各部等との連携についても、これまで以上に最重要課題であることを実感い
たしました。
また、制度制定70周年の時期に土地家屋調査士法の改正が行われ、土地法制の総合的な観点から改

正土地基本法・改正民事基本法・所有者不明問題への特別措置法等々も制定され、施行されようとして
います。この二年間あらゆる場面において大変革が行われた今、その対応はもとより更なる改革が止ま
る気配は感じられません。
今期の研究所は柳澤担当副会長の下、愛媛会の德永次長、山梨会の小比賀理事と当職が担当させてい

ただきます。従来の研究所体制に留まることなく、シンクタンク的な組織としての独立組織再編の検討
を視野に入れ、制度対策本部をはじめ各部との連携に重点を置き、マクロ感覚からの中長期的な研究は
もちろん喫緊の課題にもスピーディーに対応できる研究所体制の再構築に取り組んでまいりたいと考え
ています。
真に社会に役立つ資格制度としての土地家屋調査士を主眼に連合会役員として、最善を尽くしてまい

ります。各会員の皆様、各土地家屋調査士会、各ブロック協議会のご支援ご協力を何とぞよろしくお願
い申し上げます。
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、世の中ではテレワークが推奨されたことにより電子契
約や電子署名に注目が集まっている。電子署名及び認証業務に関する法律（平成12年法律第102号）が、
平成13年（2001年）4月1日から施行され20年の時が経過した。その間、私たち土地家屋調査士は日
本土地家屋調査士会連合会認証局電子証明書（ICカード）の利用を始めに、2014年からは特定認証業務
の認定を取得した認証局が発行する土地家屋調査士向けの電子証明書、セコムパスポートfor G-ID土地
家屋調査士電子証明書（ファイル形式）の使用へと変化し、今日では日々の業務において、欠かすことの
できない必須のツールとして利用している。

そこで、電子署名には馴染みの深い私たち土地家屋調査士ではあるが、電子契約と電子署名について、
改めて理解を深めておく時期に来ていると考えていたところ、国立国会図書館　調査及び立法考査局　経
済産業課　鈴木絢子氏の文献に至った。本号を含め、全4回の連載でお届けしますので、是非ご覧ください。

出典：国立国会図書館
「電子契約・電子署名の概要と課題（執筆者：鈴木絢子）」
『調査と情報―ISSU EBRIEF―』No.1135（2021.2.4）
＜https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11629563_po_1135.pdf?contentNo=1＞

日本土地家屋調査士会連合会　広報部

はじめに
Ⅰ　電子契約
Ⅱ　電子署名
Ⅲ　新しい電子署名サービス
Ⅳ　法的効果に関する見解と課題
おわりに

はじめに

新型コロナウイルス感染症の流行を契機に、政府
や企業では、これまでの書面・対面・押印の手続を
見直し、オンラインのみで完結する電子契約や電子
申請を積極的に取り入れようとする機運が高まって
いる。令和2年7月、政府は、経済団体とともに、「「書
面、押印、対面」を原則とした制度・慣行・意識の
抜本的見直しに向けた共同宣言」1を採択した。宣言
では、社会課題として顕在化した「書面、押印、対面」
を見直し、行政手続と民間取引の双方におけるデジ
タル化を推進することが掲げられ、民間取引に関し
ては押印の廃止や書面の電子化、電子署名の活用等
が挙げられた。電子署名については、近年、クラウ
ドを利用した新しいタイプの電子署名サービスが出

現し、迅速性や利便性を背景に普及しつつある。
令和2年7月の「企業IT利活用動向追跡調査」によ

ると、取引先との間で電子契約を採用していると回答
した企業は約4割であった2。さらに、電子契約を今後
採用することを検討していると回答した企業は4割弱
存在し、企業の電子契約への関心の高さがうかがえる。
一方、企業が電子契約を採用する上で、「電子署
名及び認証業務に関する法律」（平成12年法律第102
号。以下「電子署名法」）を始めとする関係法律の解
釈が明瞭でない点が問題となっていた。これに対処
するため、近時、関係省庁が法解釈に関する見解を
相次いで発表した3。
本稿では、電子契約及び電子署名の概要をまとめ
るとともに、関係省庁が発表した電子署名法の解釈
に関する見解について概説し、今後の課題を論じる。

Ⅰ　電子契約

1　電子契約とは
電子契約とは、契約書や注文書・請書を電磁的記

録（電子文書のこと）で作成する契約方法をいう4。民
法（明治29年法律第89号）第522条第2項は、「契約の
成立には、法令に特別の定めがある場合を除き、書

国立国会図書館　調査及び立法考査局　経済産業課　　鈴
すず

木
き

絢
あや

子
こ

国立国会図書館　調査と情報―ISSUE BRIEF―　No.1135（2021.2.4）

電子契約・電子署名の概要と課題Ⅰ電子契約・電子署名の概要と課題Ⅰ
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面の作成その他の方式を具備することを要しない」と
して、契約方式の自由を定めている。したがって、書
面を作成しない電子契約であっても有効に成立する。
また、技術的な実現方式も自由であり、後述する
電子署名が使われていなくてもよい。法令によって
は、契約において一定の内容を記載した書面の交付
を義務付けているものがあるが、電子文書で代える
ことができる旨の規定が置かれているものもある5。

2　電子契約の利点
電子契約の利点は、第1に迅速性と経済性である6。

紙の契約書の場合、契約書の印刷、押印、相手方へ
の郵送、返送などに相応の手間と日数を要する。電子
契約は、電磁的記録を電子的に送信するため、簡便・
迅速に手続を行うことができる。また、税法上、契約
書等の取引情報に関する書面は、一定期間保存する
義務があり7、紙として保存するためのスペースが必
要だが、電子契約の場合は、電子帳簿保存法8において、
電子契約に関する電磁的記録をそのまま保存する方法
が認められている（同法第10条）。さらに、文書による
契約書には原則として印紙税がかかるが、電子契約書
は課税文書に当たらないとの運用がなされている9。
第2に、締結した契約の管理等に係る利便性であ
る。電磁的記録であれば検索ができるので、決済や
税務申告に必要な情報収集も容易になり、監査の効
率も著しく向上する10。
第3に、改ざんの防止や検証ができることである。
一般に、電子文書は、本人以外の者が作成する「な
りすまし」や改ざんが容易であるというデメリット
が指摘されるが、紙の文書であっても改ざんや印鑑・
署名の偽造は可能である。しかし、後述するデジタ
ル署名やタイムスタンプ等の信頼性の高い方法を用
いた電子契約では、改ざんの防止や検証が紙の文書
よりも厳格にできる。この点を、電子契約の第3の
利点として挙げることができよう11。

3　電子契約の民事訴訟上の取扱い（電子署名法第3条）
前述のように、契約書は契約の成立要件ではない

が、後に契約の成立や内容をめぐって裁判になった際
に、署名・押印がある契約書は有力な証拠となり得る。
民事訴訟で書面による証拠を提出する場合には、

その書面の作成者とされる人が、本人の意思に基づ
いて作成したものであること（これを「真正な成立」と
いう。）を証明しなければならない（民事訴訟法（平成8
年法律第109号。以下「民訴法」）第228条第1項）。そ
の際、証拠として提出した書面に、本人又はその代理

人の署名又は押印があるときは、その文書は真正に成
立したものと推定される（同法第228条第4項）。ただし、
書面に本人名義の署名や押印があるだけでは文書の
真正な成立の推定は認められず、本人の意思に基づ
く署名又は押印であることを証明する必要がある。
印鑑の場合、通常は一定の水準以上の注意をもっ
てこれを管理すると考えられる。そのため、文書に
押印されている印影が、印鑑証明書等により、本人
の印鑑により顕出されたものであると認定されれ
ば、反証のない限り、当該印影は本人の意思に基づ
いて行われたものと推定される（一段目の推定）12。
これにより、民訴法第228条第4項に基づき、当該
文書について真正な成立が推定される（二段目の推
定）。この論理を「二段の推定」という（表1左列）13。

表1　二段の推定の考え方
紙の文書の場合 電子文書の場合

一段目	
の
推定

本人の印鑑による印
影であることが認定
されれば、本人の意
思による押印を推定
する（最判昭和39.5.12
民集18巻4号597頁）

本人の電子署名であ
ることが認定されれ
ば、本人の意思によ
る電子署名の生成を
推定する（注）

二段目
の
推定

本人の（意思による）
押印があれば、私文
書の真正な成立を推
定する（民事訴訟法
第228条第4項）

本人（の意思）による
電子署名があれば、
電子文書の真正な成
立を推定する（電子
署名法第3条）

（注）�電子契約についての判例は現時点では存在しないが、
当事者の電子署名を付す電子契約に関しては同様の推
定が及ぶ可能性が高いと考えられている（圓道至剛「二
段の推定との関係, 証拠提出の方法等 電子契約の民
事訴訟上の取扱い」『ビジネス法務』20巻4号, 2020.4, 
p.23）。

（出典）�宮内宏編著『電子契約の教科書―基礎から導入事例ま
で―改訂版』日本法令, 2019, p.56 を基に筆者作成。

電子契約の場合は、電子署名法第3条において、
一定の要件を満たす電子署名が行われていれば、当
該電子文書は真正に成立したものと推定するとの規
定が設けられている。なお、同法第3条は、民訴法
第228条第4項と同様に、二段の推定における二段
目の推定と同じ効果を定めたものである。したがっ
て、一段目の推定は、ここでも証明する必要がある
（表1右列）14。

4　電子委任状
法人が結ぶ電子契約であっても、契約書となる電
子文書に付される電子署名は、法人の組織名でなく
個人の電子署名になる。これは、電子署名法が、電
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子署名の実施者が個人（自然人）であることを前提と
していることに基づく15。
一方、実務においては、法人契約の全てに代表者
自身が署名をすることは現実的ではなく、法人の代
表者から委任を受けた使用人等が契約手続を行うこ
ともある。そこで、電子契約においても、当該使用
人等が代表者から委任されていることを示すため、
「電子委任状」を国の認定機関16が発行し、使用人等
がそれにより代理権を表示して契約手続を行えるよ
うにした。この法律が、電子委任状法（「電子委任
状の普及の促進に関する法律」（平成29年法律第64
号））である。これにより、法人の代表者以外の者に
よる電子署名であっても、契約の相手方が安心して
法人と電子契約できるようになった。

＊�本稿におけるインターネット情報の最終アクセス
日は、令和3年1月28日である。
1	 「「書面、押印、対面」を原則とした制度・慣行・
意識の抜本的見直しに向けた共同宣言―デジタ
ル技術の積極活用による行政手続・ビジネス様
式の再構築―」2020.7.8. 内閣府ウェブサイト 
<https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/
publication/document/200708document01.pdf>

2	 日本情報経済社会推進協会「「企業IT 利活用動
向追跡調査2020」集計結果（詳細版）」2020.9, 
p.48. <https://www.jipdec.or.jp/archives/
publications/J0005164.pdf> なお、この場合の
電子契約は、電子署名の有無は問わない。

3	 本稿では主に、総務省ほか「利用者の指示に基づ
きサービス提供事業者自身の署名鍵により暗号
化等を行う電子契約サービスに関するQ&A（電
子署名法2条1項に関するQ&A）」2020.7.17. 経
済産業省ウェブサイト <https://www.meti.go.jp/
covid-19/denshishomei_qa.html>; 同「利用者の指
示に基づきサービス提供事業者自身の署名鍵によ
り暗号化等を行う電子契約サービスに関するQ&A
（電子署名法3条に関するQ&A）」2020.9.4. 同 
<https://www.meti.go.jp/covid-19/denshishomei3_
qa.html> を取り上げる。このほかに出されたもの
として、法務省ほか「論点に対する回答」（規制改
革推進会議第10回成長戦略ワーキング・グループ 
資料1-2）2020.5.12. 内閣府ウェブサイト <https://
www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/
seicho/20200512/200512seicho04.pdf>; 内 閣 府
ほか「押印についてのQ&A」2020.6.19. <https://
www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/publication/

document/200619document01.pdf> 等がある。
4	 宮内宏「電子契約をめぐる法規制と導入の検討
軸」『ビジネス法務』20巻4号, 2020.4, p.13.

5	 例えば、保証契約は民法第446条第2項で書面
を要するとされているが、同条第3項により電
子文書で代替することが認められている。

6	 宮内 前掲注（4）, pp.14-15; 牧野二郎・牧野剛「信
頼性や導入メリットは？電子契約の基本」『ビジ
ネス法務』17巻10号, 2017.10, pp.49-50.

7	 法人税法施行規則（昭和40年大蔵省令第12号）
第59条等。

8	 正式名称は、「電子計算機を使用して作成する国
税関係帳簿書類の保存方法等の特例に関する法
律」（平成10年法律第25号）。電子文書の保存に
関する法律の1つで、主に国税関係の帳簿を電子
データとして保存する手段について定めた法律。

9	 「参議院議員櫻井充君提出印紙税に関する質問に
対する答弁書」（平成17年3月15日内閣参質162第
9号）<https://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/
kousei/syuisyo/162/touh/t162009.htm>

10	 宮内 前掲注（4）, pp.14-15; 牧野二郎・牧野剛 
前掲注（6）, p.49.

11	 高橋郁夫ほか編『即実践‼電子契約―電子契約・
DX・文書管理〈文書の電子化〉の導入から運用まで
すべてを体験できる―』日本加除出版, 2020, p.40.

12	 最高裁判例昭和39年5月12日民集18巻4号597頁。
13	 高林淳・商事法務編『電子契約導入ガイドブック 
国内契約編』商事法務, 2020, pp.126-131. なお、
今般の関係省庁による見解では、文書上に本人
による押印がなくても、他の方法によって文書
の真正な成立を立証することは可能であること
が強調されている（内閣府ほか 前掲注（3）, p.2）。

14	 関係省庁による見解でも、第3条は「電子署名を
行ったのが本人であること自体を推定するもの
でなく、電子署名を行ったのが本人であると裁
判所により認定されることを要件として、電磁
的記録の成立の真正を推定するものである」と
される（法務省ほか 前掲注（3））。

15	 電子署名法第2条第1項第1号、同法施行規則（平
成13年総務省・法務省・経済産業省令第2号）
第5条第1項等。

16	 認定は業務に対し行われる。令和2年7月現在、7
つの業務が認定を受けている（「電子委任状取扱業
務の認定について」総務省ウェブサイト <https://
www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/
ictriyou/densi_ininjou/nintei.html>）。
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事務所運営に必要な知識事務所運営に必要な知識
―時代にあった資格者であるために――時代にあった資格者であるために―

事務所運営に必要な知識
―時代にあった資格者であるために―

1．はじめに

わが国の準天頂衛星「みちびき」をはじめ各国の衛
星測位システム（GNSS）の整備が進み、これに伴っ
てマーケットにおいて新しい製品やサービスが提供
されるようになってきた。
これらを含む最新のデジタル技術をいち早く取り
入れて、諸分野の業務をトランスフォームし、問題

を解決していく道が拓かれている。この記事では、
地籍分野において、その一助となるべく衛星測位な
ど宇宙システムの利用に関する情報をまとめる。
前号の記事では、問題を解決して将来の理想的な
状態に移行するために、現状と目標状態のGAPを
埋める図1のような考え方を述べた。この記事では
更に考察を進めるとともに、新技術を紹介する。

2．問題の解決に向けて

今日の所有者不明土地や境界紛争等の問題に対
し、土地家屋調査士の皆様が持つ情報や知識を共有
して、更に活用することが考えられる。図2はその
ためのデジタル情報構造の私案を示したものである。
この図の主旨としては、各事務所におけるGNSS
測量等の成果を活用して、世界測地系の地図を作成
し、関連する情報と共にクラウドで共有し、相互に
利用できるようにすることである。
土地の情報については、マイナンバーを活用する
ことにより、所有者個人との紐づけが行われる。ま
た、この情報システムはブロックチェーンで構成し、

第77回　 地籍DX（デジタル・トランスフォーメーション）と
宇宙システムの利用②
低価格化した測位受信機と高精度測位補正サービスを活用した問題の解決に向けて

一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構（JSS）利用開拓部長　　浅里　幸起

図1　トランスフォームの戦略思考
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改竄はできないよう構成するのがよい。
地図は共通の世界測地系で作成され、相互に整
合するものとなる。必要であれば、AIベースの整
合性確認機能を搭載することも考えられる。2つの
地図が整合しない場合には、双方の地図作成者に
フィードバックされ、当事者により確認を行うこと
が考えられる。

地図情報について、海外では日本とは異なって国
防関係者の発言力が大きいので、地殻変動があって
も、現実の空間と地図を一致させる要求が大きい。
また、仮想現実（VR）や拡張現実（AR）の技術が浸透
し、現実に動いている地面に合わせて地図を動かす
ことに抵抗感は薄れているのが実情である。所謂ムー
ビングマップの市民権は浸透している感触である。

今後、国際的な標準化の努力も進むと考えられる
が、このようなデジタル情報構造を作るための要素
技術は、次のとおり広く活用できる民生サービス・
製品として揃いつつある。
（1）低価格化する測位受信機（同時多数利用可能）
（2）低価格又は無料の高精度補正情報サービス
（3）クラウドによる適切な情報共有サービス
これより下の節では特に（1）及び（2）に関する最
新情報を整理することにする。

3．新しい高精度測位補正サービス

準天頂衛星みちびき4機体制は、2018年11月1
日に安倍総理大臣の列席する記念式典が開かれ、
サービスが開始された。その後、衛星測位の利活用
は陸・海・空・宇宙の多様な分野で進んでいる。

みちびきや他のGNSSを利用しつつ、高精度測
位を低価格で行うサービスが、国内においても続々
始まっている。この記事では、みちびきを用いた
CLARCSサービス、Softbankの ichimill、docomo	
IoT高精度GNSS位置情報サービスを紹介する。

（1）みちびきを用いたCLARCSサービス
一般財団法人宇宙システム開発利用促進機構

（JSS）は、みちびきのセンチメータ級測位補強サー
ビスによるL6信号のデータを、RTK受信機で使え
る補正情報に変換して配信するCLARCS実証サー
ビスを提供しており、サービス・プロバイダを増や
す活動を展開している。
CLARCSの特長の一つとして、ユーザーが指定
する点を仮想基準点とし、RTK受信機を用いるこ
とが可能であることがあげられる。その仮想基準点

図2　地籍に関連するデジタル情報構造（私案）



12 土地家屋調査士　2021.9月号　No.776

に対応するRTK観測値をCLASデータから生成し、
ユーザーに配信する仕組みである。図3に精度検証
データを掲げるが、良好な性能が得られている。

（2）高精度測位ichimill	-	IoTサービス
ichimill（イチミル）は、ソフトバンク株式会社の
子会社であるALES社が提供する低価格の高精度
位置情報サービスである。
Ichimillはソフトバンクグループが全国3,300か
所以上に設置している独自基準点が受信した信号を
基に補正情報を生成し、RTK受信機に配信するも
のである。このサービスの利用には、利用料と通信
費が必要となる。
Ichimillで利用している独自基準点のうち、兵庫
県洲本市にある1拠点が、民間等電子基準点のA級
として登録された。今後、全国に設置した独自基準
点の登録申請を順次進められる予定である［2］。

（3）docomo	IoT高精度GNSS位置情報サービス
株式会社NTTドコモは、測位衛星システムから
の測位信号を、国土地理院が提供する電子基準点に
加えて、ドコモ独自固定局を活用して補正し、誤差
数センチメートルの位置補正情報を提供するサービ
スを展開している［3］。

4．低価格化するGNSS受信機

最近では、低価格のRTK受信機も登場し、安く
多数の受信機を使うことも可能になってきた。

（1）Drogger受信機（ビズステーション社）
長野県に本社を置くビズステーション社の
Drogger受信機（DG-PRO1	RWS等）は、数万円で
購入できる低価格のRTK受信機として業界で評判
である。この製品にはu-blox社のF9Pチップが搭
載されている。

図4　Drogger受信機（アンテナは別）

受信機のサイズはW48.5×D50×10.8 mmとコン
パクトであり、重さも40 gと軽量である。
また、同社では、みちびきL6信号のCLASデー
タをRTK観測値に変換するVRSCを提供している。
これを用いると、通信による補正データを得ること

図3　CLARCSサービス：測位データサンプル
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なく、みちびきのL6信号を受信するだけで、同社
のRTK受信機でセンチメータ級測位ができるよう
になる。

（2）CM-1受信機（コア社）
株式会社コアは、ベルギーに本社を置くセプテ
ントリオ社と協力し、低価格3周波GNSS受信機
Cohac∞CM-1を提供している［5］。

図5　CM-1受信機（アンテナは別）

前（1）項の製品よりも、やや高価になるが、精度
や安定度について業界の定評がある製品である。サ
イズはW106×D75×H46 mmであり、重さは340 g
前後である。

（3）AQLO-Light受信機（三菱電機）
「みちびき」のセンチメータ級測位補強サービス
CLASのシステム開発元である三菱電機株式会社は、
「みちびき」のセンチメータ級測位に対応したAQLOC
（アキュロック）-Light受信機を提供している［6］。

図6　AQLOC-Light受信機（アンテナは別）

前2者の製品と比較して高価ではあるが、CLAS
サービスとの相性の良さを評価されている製品であ
る。受信機のサイズはW90×D90×H30 mmであり、
重さは280 gである。

5．おわりに

新しい衛星測位技術が、低価格の測位受信機や高
精度補正情報サービスに支えられて使いやすくなっ
てきた。適切に活用して問題を解決し、業務の形を
トランスフォームしていく革新的なユーザーが増え
ることが期待されている。
略語
AI: Artificial Intelligence
AR: Augmented Reality
CLAS: Centimeter Level Augmentation Service
CLARCS: CLAS-based RTK correction system
DX: Digital Transformation
GNSS: Global Navigation Satellite System
IoT: Internet of Things
RTK: Real-Time Kinematic
VPN: Virtual Private Network
VR: Virtual Reality
参考文献
［1］�内閣府, みちびき（準天頂衛星システム：QZSS）

公式サイト, 2021年7月20日閲覧.
https://qzss.go.jp/

［2］�Softbank Corp., ichimill – IoTサービス, 2021年
7月20日閲覧.
https://www.softbank.jp/biz/iot/service/ichimill/

［3］�Softbank Corp., プレスリリース, 2021年7月20
日閲覧.
https://www.softbank.jp/corp/news/press/
sbkk/2021/20210630_02/

［4］�NTT DOCOMO,INC., docomo IoT高精度GNSS
位置情報サービス, 2021年7月20日閲覧.
https://www.nttdocomo.co.jp/biz/service/
highprecision_gnss_positioning/

［5］�株式会社コア , Cohac∞CM-1低価格3周波
GNSS受信機, 2021月7月20日閲覧.
https://www.core.co.jp/service/gnss/cm-1

［6］�三菱電機株式会社, AQLOC-Light受信機, 2021
月7月20日閲覧.
https://qzss.go.jp/usage/products/melco_200120.
html
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日　　時：令和3年6月14日（月）10：00 ～ 6月20日（日）23：59
開催方法：オンライン（特設サイト）
主　　催：公益社団法人日本測量協会（日本学術会議協力学術研究団体）
共　　催：スペーシャリストの会（空間情報総括監理技術者の会：SPの会）

ジオメトリストの会（地理空間情報専門技術者の会：GMの会）
後　　援：国土交通省国土地理院

本大会は、公益社団法人日本測量協会が公益事業
の一環として、測量・地理空間情報に関する技術とそ
れを利用した新事業の展開、さらには人材育成や教育
研修など、当該分野の技術革新に資する幅広い議論
と情報発信の場として、2014年にプレ大会、翌2015
年に第1回、以後毎年開催されてきた。昨年はコロナ
災禍にて開催が叶わず、今年は事前登録制の参加申
込みでオンライン方式により第6回大会が開催された。
リアルタイム配信プログラム（全6講演）には、2,215
名の参加申込みがあり、各講演ともに約1,000名が
視聴した。その一つ「測量業界のいま」を紹介する。

測量業界のいま
～学生が知りたいこと・企業側が伝えたい魅力～（ソ
クジョの会）
日時：令和3年6月16日（水）13：30 ～ 15：30

概要説明・ソクジョの会の紹介
中日本航空株式会社	調査測量事業本部営業部法人
営業課　品田けやき氏

本セッションは、現在の測量業界の採用状況等に
ついて、企業・学校・学生それぞれの立場の方々に
話を伺う。ソクジョの会の設立背景や、活動目的こ
れまでの活動内容、および、昨年度実施したアンケー
ト調査結果を一部紹介し、パネルディスカッション
につなげていく。

愛称『ソクジョの会』の正式名称は『測量・地理空
間情報	女性の技術力向上委員会』、日本測量協会内
の委員会である。2015年の第1回イノベーション
大会で、測量・地理空間情報業界の女性の地位向上
を目的として設立し、本年で7年目を迎え、現在5
社の女性社員13名で構成している。
設立の背景には、日本の少子・高齢化と人口減少
がある。生産年齢人口（35 ～ 64歳）は、2010年時点

で延8,170万人（総人口割合63.8％）が、2060年には
4,400万人（50.9％）と予想されている。高齢化率（65
歳以上人口割合）は39.9％、合計特殊出生率は1.35
（以上総務省・厚生労働省等統計）。これらを受け、
定年の延長や女性活躍推進法等につながっている。
2018年更新の統計においても少子・高齢化に歯止
めがかからない予想となっている。
委員会の目的は、「働きたい」「続けたい」「戻りたい」

そんな女性たちをサポートする。結婚・出産・子育て・
介護などを経て働き続けるには、制度の改革、環境
や意識の変化が待たれる一方で、個人にできること
として、測量・地理空間情報分野の主力技術者とし
て女性がより活躍できるよう、技術力向上のための
情報発信・情報共有を通じバックアップを行う。
委員会の活動は、イベント開催（G空間EXPOや
イノベーション大会で、ソクジョの会主催の講演会、
パネルディスカッション）、他団体との交流等。さ
らに、3つの班に分かれて次の活動をしている。
・技術支援班：人材育成（イベント等の技術資料の

測量・地理空間情報イノベーション大会2021

プログラム

Ａ．リアルタイム配信
　　※CPDポイント申請には１講演以上の「Ａ．リアルタイム配信プログラム」の視聴が必要です。
　　※６月18日（金）より編集版をオンデマンド配信予定

2021年６月14日（月） ６月15日（火） ６月16日（水）

10：00-12：00
（120分）

CPDポイント：
２ポイント

主催者挨拶・後援挨拶 コロナ禍における働き方 DXへの取り組み

UAV関連最新技術動向
コロナ禍における働き方
―建設業の事例―
㈱安藤・間　笠　博義

働き方の多様化
アジア航測㈱　久保　学

コロナ禍における働き方
With コロナ時代の取り組み
㈱ナカノアイシステム　本間 弘幸

インフラ分野のDXについて
国土交通省大臣官房 技術調査課
中西 健一郎

鹿島DXが創る次世代建設生
産システムとスマートな世界
鹿島建設㈱　真下 英邦

社会インフラサービスのDX
パシフィックコンサルタンツ㈱
木守 岳広

UAV測量関連技術の最新
動向
国土交通省国土地理院　伊藤 裕之

UAV目視外飛行の現況と
将来展望
ルーチェサーチ㈱　渡辺　豊

非GNSS環境飛行
八千代エンジニヤリング㈱
石井　明

12：00-13：30 昼休み

13：30-15：30
（120分）

CPDポイント：
２ポイント

高リスク時代の
安心安全な人材育成

（スペーシャリストの会）

3D作成と活用

（ジオメトリストの会）

測量業界のいま
～学生が知りたいこと・
企業側が伝えたい魅力～
（ソクジョの会）

司会：㈱パスコ　林　義政

シニア技術者の人材育成
～輝くシニア技術者に大変身～
㈱日野　今村 政夫

中堅測量技術者の人材育成
㈱パスコ　岡本 芳樹

新入・若手技術者に対する
育成
中日本航空㈱　中舎　哉

開会挨拶・趣旨説明
国際航業㈱　小川 忠利

施設点検・資産管理での３次
元点群モデルの活用
ルーチェサーチ㈱　飯田 雅之

ダム周辺の公共測量マニュアルに
基づいたUAVレーザ測量におけ
る手法の検討
㈱寒河江測量設計事務所
大沼 啓一

洞穴遺跡・足跡化石の３次元モ
デル化とVRへの活用について
㈱エアロ・フォト・センター
中﨑 博之

地上レーザスキャナによる古
墳の3D計測と課題
㈱共和　枡谷 健太

地上レーザによる3Dモデル 
作成と調査業務における活用例
㈱プライムプラン　橋爪　卓

パネルディスカッション
モデレーター
アジア航測㈱　山崎 廣二

閉会挨拶
㈱パスコ　日當 卓也

趣旨説明・ソクジョ紹介
中日本航空㈱　品田 けやき
朝日航洋㈱　川越 みなみ

パネルディスカッション
司会：㈱パスコ　鎌田 聖子
パネラー
新潟大学　村上 拓彦
茨城県立水戸工業高等学校　
中村 泰子
国際航業㈱　船橋　学
㈱ナカノアイシステム
浅田 律子
朝日航洋㈱　今泉 利架
㈱八州　島 隆之介

まとめ・挨拶
（公社）日本測量協会
瀬戸島 政博

③
必須

⑤
必須

①
必須

②
必須

④
必須

⑥
必須

プログラムは日本測量協会の
ホームページに掲載されています。
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作成、eラーニング教材の作成）
・交流班：測量業界の女性の交流の場づくり（G空
間EXPO会場にソクジョ Café、メールマガジン
配信、業界に向けたアンケート実施）
・広報班：情報発信（イベント企画、PR動画作成、
夏のリコチャレ参加（理工チャレンジ・中高生向
けに仕事紹介）、学校訪問（業界・仕事内容の紹介））

2020アンケート集計結果報告（ソクジョの会ホーム
ページ（https://www.jsurvey.jp/jg.htm）にて公開中！）
朝日航洋株式会社 東京空情支社資産情報グループ	
川越みなみ氏

測量・地理空間情報に関わる職場で働く方々は、
多様な専門分野の出身であること、多様な業務に従
事していること、保有している資格も様々であり、
これらのことは、どの分野からでも飛び込める、い
つからでも始められる、測量・地理空間情報分野の
多様性を反映している。
企業側が測量の魅力をうまく発信できていないこ
とと、少子高齢化が相まって、業界全体の人材不足
に陥っているのではないか。
学生に測量業界を目指してもらうには、専門分野
にかかわらず、測量の様々な魅力・情報を発信して
いくことが大切であると考える。
［回答数446名（男性280名・女性161名・その他5名）］

パネルディスカッション
司　　会：株式会社パスコ　鎌田聖子氏　
パネラー：新潟大学農学部 准教授　村上拓彦氏
茨城県立水戸工業高等学校 教諭　中村泰子氏
国際航業株式会社 管理本部人材開発部　船橋学氏
株式会社ナカノアイシステム 営業推進部　浅田律子氏
朝日航洋株式会社　今泉利架氏
株式会社八州 計測技術部計測調査三課　島隆之介氏

「将来の測量業界の担い手を確保するために、どうし
ていけばよいのか」、パネラーには、企業（採用担当経
験社員）、学校（高校・大学の先生）、若手社員を迎えた。
自己紹介では、経歴、現在取り組んでいること、
また、測量業界に入るきっかけ、自身の専門分野と
測量業界の関係を発言された。測量は記録するとい
う一面においても多様な分野を支えており、測量を
専門に学ばれた方ばかりでなく、他の分野の関わり
から測量業界に入られる方も多いということである。
それぞれの立場での悩み（企業：来てほしい、知っ

てほしい。長く働き続けてほしい。）（学校：いい就
職先を見つけてあげたい、育てて送り出したい。）（学
生：もっと情報が欲しい、測量会社ってどんな感
じ？）を背景に、以下の流れで進行した。
・若手社員が感じた就職の前後のギャップ
・ベテラン社員から、辛かったことや楽しかったこ
との経験談、ギャップを超えるための提案
・若手社員から、ギャップを埋めるための企業側へ
の提案
・学校の学生就職支援の現状、学校側が企業側に求
めること
・企業から、学生（学校）への就職支援状況を紹介、
学校側への提案
・ベテラン社員から、学生・若手社員へ仕事に向き
合う姿勢についての提言

働く環境をより良くしていく取組は、いろいろな企
業が実践している（女性活躍推進法の取組、男性社員
の育休取得等）。コロナ災禍でテレワーク・通勤緩和
の導入等も進んでいる。このような取組を更に進め、
みんなが働きやすい、ここで働き続けたいと思う環境
を作っていくことにより、学生に選んでもらえる業界
となるのではないか。加えて、学生が実際の業務や最
新技術等についても知る機会があれば、ギャップが埋
まり、興味を持ってもらえるのではないかと考える。
では、そのために企業や学校は、どのように取り
組んでいけるのか。企業側からは積極的に教育現場
に行って、知ってもらう機会を作る。学校側からは、
学生には一社会人としての基礎力をあらためて重視
し、仕事の意義を想像する力を強化する。それが、
業界に入った後、業界を盛り上げる人材になると思
うと結び、パネルディスカッションは終了した。

非常に具体的な提案を交えた意見交換であった。
測量・地理空間情報分野において若年技術者の確保
や女性技術者の活用が緊急の課題とのことだが、人
材確保は土地家屋調査士にとっても同様の課題であ
る。土地家屋調査士人口は、近年の減少率は縮小傾
向にあるものの年々減少している。女性会員は3.1％
（H31.4.1現在）と全体の割合としては低いが、平成
29年度以降の合格者における女性の割合は増加し
ている。広報活動を通じて、土地家屋調査士を身近
なものとして広め、男性にとっても女性にとっても、
より魅力的な職業として知ってもらうこと、啓発す
る事業が重要であると再認識した。

広報員　上杉　和子（三重会）
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（司会）	 この度は、土地家屋調査士制度制定70周年
記念といたしまして、平素から大変お世話に
なっています公益社団法人 日本測量協会の清
水会長をお迎えして、日本土地家屋調査士会
連合会の國吉会長と対談を行っていただきた
いと思います。今回、司会進行をさせていた
だきます広報部広報員の藤井十章です。よろ
しくお願いいたします。

○自己紹介と組織の活動について

（司会）	 まずは清水会長から読者の方に向けて、自
己紹介と日本測量協会の活動をご紹介いただ
きたいと思います。

（清水）	 本日はお招きいただき、ありがとうござい

ます。楽しみにしておりました。
私の前職は、東京大学の教授です。大学院
工学系研究科の社会基盤学専攻・学科という
土木系の専攻・学科に所属していました。昨
年3月に定年退職し、その後は日本測量協会
の会長を本務として活動しています。
研究者としての主な専門は測量・地理空間
情報学で、その中でも特に、空間データの統
計解析ですとか、空間データのビジュアリ
ゼーション（視覚化）といった、情報学系の研
究を行っていました。また、都市史・都市計
画史を中心とした歴史研究にも関心があり、
江戸の都市景観の再現に関する研究や明治期
の中央官庁街の成立過程に関する研究などに
取り組んできました。
国の審議会や委員会の活動では、研究の専

土地家屋調査士制度制定 70 周年対談企画

「日本の測量・地籍と土地家屋調査士への期待」①

日本土地家屋調査士会連合会（日調連）広報部では、土地家屋調査士制度制定70周年を記念し、「日本
の測量・地籍と土地家屋調査士への期待」と題して、日調連会長と公益社団法人 日本測量協会（日測協）
の清水英範会長との対談を企画しました。これまでの日測協と日調連とのつながりや各団体で取り組ま
れていること、また他団体との活動やこれからの土地家屋調査士への期待などについてご対談いただき
ました。全3回に分けて掲載いたします。

※対談は令和3年3月31日に行われました。役職等は当時のものです。

対談者　清水　英範氏（公益社団法人 日本測量協会会長）（写真左）
	 國吉　正和（日本土地家屋調査士会連合会会長）（写真右）
司　会　藤井　十章（日本土地家屋調査士会連合会広報部広報員）
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門に近い測量・地理空間情報政策の分野に加
え、土地政策を中心に広い分野で仕事をして
きました。特に深く関わったのが地籍調査で
して、例えば、国土審議会・土地政策分科会
の「国土調査のあり方に関する検討小委員会」
の委員長として、第6次と第7次の国土調査
事業十箇年計画の策定に向けた議論に参画さ
せていただきました。
大学の講義では、若い頃から測量・地理空

間情報学関係の講義を担当してきましたが、
審議会や委員会の活動を通して、土木技術者
には土地政策に関する知識、特にそのための
法律や経済学の知識が不可欠だと痛感し、東
京大学に「土地学」という講義を起こし、自分
なりに勉強を重ね、講義内容を深めていきま
した。昨年、日本大学大学院理工学研究科の
客員教授に就任しましたが、日本大学でも土
地政策の講義を開講しています。
日調連や土地家屋調査士の先生方との関係

に触れておきたいと思います。発端は、平成
12年に東京で開催された第2回地籍国際シン
ポジウムでした。後に日調連の会長になられ
る松岡直武先生が当時、このシンポジウムの
ご担当で、松岡先生から依頼を受けて、調
査・測量に関するパネルディスカッションの
座長を務めました。それから、國吉先生はじ
め土地家屋調査士の先生方とのお付き合いが
始まり、日調連の登記基準点や土地家屋調査
士CPDに関する委員会、さらには地籍問題
研究会の活動等を通し、先生方と懇意にさせ
ていただいております。
さて、日本測量協会は昭和26年に創立さ

れ、翌年の社団法人化、平成25年の公益社
団法人への移行等を経て、今年70周年を迎

えました。主に測量技術者等の正会員から構
成される社団法人であり、いわゆる業界団体
ではありません。現在、1万名余の正会員を
擁しています。ちなみに、平成23年には日
本学術会議・協力学術研究団体（簡単にいえ
ば、学会組織）に指定されています。
当協会創立の大きな契機は、昭和24年の
測量法制定により、測量士・測量士補の国家
資格制度ができたことでした。しかし、正会
員として想定されたのは測量士・測量士補
だけではありません。当時は、昭和24年に
土地改良法、昭和25年に土地家屋調査士法、
国土総合開発法、昭和26年に国土調査法が
制定されるなど、測量技術を持つ者の活躍の
場が一気に広がっていった時期です。
特に、土地家屋調査士法により土地家屋調
査士の国家資格制度ができたことは大きなこ
とでした。当協会は昭和27年に社団法人化
した際の定款（法人としての原始定款）に、正
会員を「測量士・測量士補又は土地家屋調査
士の資格を有する者及び測量に関心を有する
者」と規定しました。これは現在まで続いて
います。当然といえば当然ですが、日本測量
協会は土地家屋調査士の先生方にとっても、
大変関係の深い団体です。
当協会の活動ですが、会員相互の交流、測
量新技術の導入と普及、測量技術者の継続教
育、測量専門技術者の育成、測量成果の品質
確保、測量技術者の社会的地位の向上などを
目的に、様々な活動を行っています。具体的
には、①月刊『測量』の発行、②測量関係図書
の出版、③各種講習会や技術セミナーの開催、
④測量・地理空間情報イノベーション大会や
G空間EXPO・地理空間情報フォーラムに代
表されるイベントの開催、⑤応用測量論文集
の発行、⑥測量CPD制度の運営、⑦空間情
報総括監理技術者や地理空間情報専門技術者
の資格制度の運営、⑧測量機器・成果の検定、
等々の活動です。
これまで日本測量協会にご縁のなかった土
地家屋調査士の先生方も多いことと思いま
す。是非これを機に、当協会の活動にも関心
をお寄せいただければ幸いです。
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（司会）	 ありがとうございます。國吉会長からも同
様の自己紹介と日調連の活動についても併せ
てお願いします。

（國吉）	 日本土地家屋調査士会連合会会長の國吉正
和です。
私は、昭和56年に土地家屋調査士の登録

をしました。今年でちょうど40年になり、
土地家屋調査士の仕事を通して生活をさせて
いただいております。この資格に対しては非
常に感謝を申し上げたいと思います。
学生時代は、清水会長と同じで、土木工学

科を卒業しました。当時を思い出すと、測量
に関しては、授業の一環で、当時、青函トン
ネルの工事中だったこともありまして、埼玉
県の本庄市というところに大学のセミナーが
あり、そこの山を駆け回って測量実習をした
思い出があります。
学部生のときは、卒論のテーマでシールド

工法をやっていたものですから、先ほどの青
函トンネルの工事など、非常に興味が湧いた
のかもしれません。土地家屋調査士との関連
という面では、学生時代は土地家屋調査士と
いう資格者自体は知っていましたが、なかな
か接点はありませんでした。
測量というものに興味があったのかなと

思っています。
実は、大学を卒業して土地家屋調査士の登

録をしたときに、私より六つ年上の研究室の
先輩がたまたま土地家屋調査士だったので
す。研究室の中でも、当時、土地家屋調査士
になったのは二人だけでした。

（清水）	 そんなに多くないですね。

（國吉）	 はい、そうなのです。今でもまだまだ土地
家屋調査士になる人は少数です。土地家屋調
査士というと、調査・測量という、独自の言
い回しをしますが、要は、測量することが目
的ではなくて、土地の境界などを明らかにし
たり、復元能力を持った図面を作成するなど、
境界の確認であったり、復元をしたりという
ことも含めて、隣接地の所有者との関係を、

将来的にも、紛争のない形にするための一つ
のツールとして測量を使うということなのだ
と思うのです。我々、土地家屋調査士とすれ
ば、調査・測量という形で関わっていくこと
だと思います。
日調連としては、昨年、令和2年8月に施
行されました、土地家屋調査士法の一部改正
に併せて、いろいろな諸規程の整備等を今手
掛けています。これについては、清水会長に
も、先日、別の委員会の中でもお話をいただ
きましたが、我々の業務に関するいろいろな
規程やマニュアル等の整備を進めるというこ
とと、将来的には研修体系を整備し、大きな
構想として中央研修研究所みたいなものを形
作れたらいいのかなと考えています。
我々土地家屋調査士は、使命というものを
法律に位置づけてもらいました。不動産の表
示に関する登記及び土地の筆界を明らかにす
る業務の専門家として、不動産の権利の明確
化に寄与し、もって国民生活の安定と向上に
資するのだという使命が与えられましたの
で、それに向かって、日調連としては、能動
的に動くのだということを、70周年の記念
のシンポジウムの中でも、「土地家屋調査士
70年宣言」という形で示させていただいたと
ころです。これからも是非、清水会長に、い
ろいろお世話になるかと思いますので、よろ
しくお願いします。

（清水）	 よろしくお願いいたします。光栄でござい
ます。

（司会）	 ありがとうございます。
ここからは、対談形式で、順を追ってご質
問をする中で、お二人の考えをお聞きしてい
きたいと思います。

○それぞれの団体で取り組んでいること

（司会）	 最初に、清水会長から測量技術を習得する
上で、日測協では研修の充実というところに、
力を入れている学術的な団体というお話があり
ましたが、その測量技術を習得していくときに、
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研修での取組で、協会で担っていることや大
事にしている部分についてお聞かせください。

（清水）	 先ほど、日本測量協会の活動を幾つかご紹
介しましたが、私はそれらを一言で言うなら、
測量分野の人材育成を目的とした教育活動で
あると思っています。
どのような分野であれ、一般に教育という

活動は、知識や情報の提供による学習支援に
止まるものではありません。学習成果の評価
や顕彰、更なる向上を目指す者たちへの継続
学習や相互研鑽の場の提供等を含む、実に多
様かつ総合的な活動です。
技術者の教育では、特にこのような観点が

重要で、協会がそのための体制を整備し、貢
献しなければなりません。私は、測量CPD
制度の運営や空間情報総括監理技術者等の資
格制度の運営は、当協会が担うべき重要な教
育活動であると位置づけています。
当協会の測量機器・成果の検定について少

し補足をしておきたいと思います。公共事業
等の品質を確保するためには、それらの最上
流の事業である測量の品質確保が不可欠で
す。当協会の検定業務の社会的役割は非常に
大であります。ここで重要なことは、測量機
器・成果の検定は、この機器は合格、この成
果は不合格といったように、単に合否を判定
するという業務ではありません。そこには、
当協会の技術者からの助言・指導と、それに
基づく修正・改善という過程が含まれます。
その上で最終的な合否判定を行うのです。検
定業務も、測量分野の技術力を高めるための
教育活動なんです。
私たちはこれらを含む多様な教育活動を通

し、測量分野の人材育成を目指します。他の
多くの分野と同じく、測量分野においても現在、
人材（入職者）の確保が大きな課題になってい
ます。しかし、急がば回れではありませんが、
人材確保の前に人材育成です。人材は魅力あ
る分野に集まります。人材を育成し、その人
たちが測量をより魅力的な分野へと発展させ
ていく。それが有為な人材の確保につながり、
測量分野の更なる発展につながるのです。

（司会）	 今のお話を受けて、土地家屋調査士会でも
研修を行っておりますが、例えばCPDなど、
土地家屋調査士として学んでいく大切さ、あ
るいは技術者として向上していくために、会
で取り組んでいることや、土地家屋調査士の
専門性で、こんなことを大事にしているとい
うお話があれば國吉会長からお願いします。

（國吉）	 我々が、資格者としての業務を考えると、
基本は、表示に関する登記ということになり
ます。表示に関する登記、特に土地の問題に
ついては、その一筆一筆の土地の筆界、いわ
ゆる公法上の境界とよくいわれますが、土地
の境界を明らかにしていかなければならない
という業務が主であると思います。
筆界を明らかにするというのは、依頼者か

らの依頼に基づく、その依頼者が所有する一
筆だけではなくて、隣接する土地の筆界とも
一致しなければいけないわけですね。依頼者
から依頼された土地の筆界は、隣地の筆界で
あるということになる。それを、明らかにして
いくということは、依頼者の一方的な意思をそ
こに反映するのではなくて、依頼者と、その
隣接する土地の所有者との認識の一致という
ものが一番大事になってくるのだと思います。
単に測量した結果がこうですということで

はなくて、その測量した成果に基づいて、調
査や検討を加え、お互いの筆界はこの位置で
すねということを、きちんと説明ができない
といけない。なおかつ、将来的にお互いの関
係についても、配慮していくことが、我々の
業務としては一番大事なところだと思います。
ですから、将来的な安定を目指すというこ

とで、測量技術とともに、いわゆる職業倫理
といったらいいのでしょうか、解決なり、それ
ぞれの合意形成を得るための、いろいろな手
法というものを、研修などで経験値として持
つということが大事なのだろうと思います。
日調連では、令和3年度から義務研修をス
タートさせます。基本は、職業倫理の問題です。
例えば、法改正や、先例の改正をきちんと学
んでいただくというようなことになっています。

（②へつづく）
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令和2年度、土地家屋調査士制度が70周年を迎
えました。戦後間もない頃から日々の業務と併せて
土地家屋調査士制度の普及に尽力してこられた諸先
輩方には感謝申し上げます。
しかし、新型コロナウイルス蔓延の影響もあり、
70周年の目立った広報活動などができなかったこ
とが残念です。
私も昨年度まで西多摩支部の広報担当をしていま
したが、令和2年度は地域の産業祭などには参加で
きず、市役所と西多摩支局での広報パンフレットの
配布（マスク付き）しかできませんでした。
また、研修についても従来の会議室に集まって行

うものについては自粛しましたが、10名程度の会員で、
最新の「自動追尾型のトータルステーション」と「3D
レーザースキャナー」の研修会を屋外で行いました。
また、その講習内容を録画し、編集を加え、
YouTubeに掲載することで、各会員に視聴してい
ただく方法を取りました（東京土地家屋調査士会西
多摩支部のYouTubeアカウントがあります。）。
私は、今年度からは厚生担当になりましたが、支
部会員たちの親睦を深める事業を行う目途が立たず
困っています。
ワクチン接種も始まりましたので、年明けには新

続‼愛しき我が会、我が地元　Vol.■
●●会／●●会

年会や日帰り旅行などができるようになればいいな
と願っています。新型コロナウイルスの蔓延による
外出自粛も二年目となり、皆様も気が滅入る思いで
はないでしょうか？
私が生まれ育った東京都あきる野市の五日市地域

は、東京とは思えない自然豊かな所です。この記事が
掲載されるのは9月号ですが、秋～冬の五日市といえ
ば秋川渓谷の紅葉鑑賞がイチオシです。ご家族やご
友人など、少人数での日帰り旅行に最適な場所です。
その中でも11月～ 12月前半の石舟橋の紅葉と、
11月の臨済宗広徳寺総門と銀杏の絨毯は非常に美
しく、インスタ映えすること間違いなしです。
石舟橋は檜原街道沿いの西東京バス・十里木バス
停から、徒歩で市営の「瀬音の湯」へ渡るために架け
られた全長96 mの吊橋です。秋冬シーズンの紅葉
も最高ですが5月の新緑風景も美しいです。広徳寺
は室町時代に創建された古刹です。境内には銀杏の
ほかに、東京では最大級のカヤ（24.5 m）とタラヨウ
（19 m）の木もあります。
また広徳寺の総門の手前からは、ちょっとハード
なハイキングコースになっているので、体力に自信
がある方は歩いてみてください。東京都心から西へ
1時間ほどの場所にあるJR武蔵五日市駅。圏央道

東京会　　『西多摩支部の広報活動と秋の観光名所』
東京土地家屋調査士会西多摩支部　　柳川　貞誉

Vol. 91

愛しき

我が我が我が我が我が 会 、我が、我が、我が地元続‼続‼

秋の石舟橋 広徳寺の黄葉
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あきる野ICもあり、都内からのアクセスは抜群な
ので、是非一度訪れてください。
そして、お帰りの際には野崎酒造のしろやま桜や、
キッコーゴ（近藤醸造）の醬油などをお土産に購入し
てみてはいかがでしょうか。
野崎酒造は明治時代に創業された酒造業者です。
野崎酒造のお酒の仕込み水は地元の人たちが生活に
も利用している湧水を使用しています。私は日本酒
の味と香りが苦手だったのですが、しろやま桜の生
酒はフルーティーな味わいで香りもよいので、飲み

やすいお酒だと思います。
キッコーゴの醤油はあきる野市民に古くから親し
まれている無添加丸大豆醬油です。地元のゆずで
作ったポン酢もあるので、寒い時期はお鍋に最適だ
と思います。
これからも東京都西多摩地域での土地家屋調査士
の知名度普及のために、様々な発信をしていきます。

※	緊急事態宣言が発出された場合、市が管理する無
料駐車場などは閉鎖となる可能性があります。

＜人のつながりを大切にした豊かな地域社会づくり
への参画＞
きょうと地域創生府民会議主催の「府民交流フェ
スタin京都府立植物園」というイベントが開催され
ており、京都会としての出展は4回目となりました。
「未来を担う青少年を応援するとともに、人と人
とがつながった地域社会の形成及び府域全体の地域
創生の機運醸成を図る」「わくわく体験！府民みんな
の『府民交流フェスタ』」をテーマに、京都の元気を
感じられる催しとして開催されています。一昨年
は、京都土地家屋調査士会としてブースを設け、子

ども向けの【距離当てゲームコーナー】、大人向けの
【測量体験コーナー】、【無料相談会】の3企画を出展。
当日は、少し肌寒くあいにくのお天気ではありまし
たが、ふたを開ければ、1万2千人（主催者発表値）
にのぼる来場者数を記録し、大変な賑わいを見せま
した。しかし昨年度は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、府立植物園での開催ではなく、オン
ラインでの出展となりました。今年度は従来型とオ
ンライン型を併用する形にて開催される予定です。
市民と土地家屋調査士とのふれあいを通じた広報
活動として老若男女問わず多くのお客様との質の高

京都会　　『 「府民交流フェスタin京都府立植物園への
 出展」・「70周年記念事業」』

京都土地家屋調査士会　社会連携部長　　林　一茂

大人向けの【測量体験コーナー】、【無料相談会】
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いコミュニケーションができ、土地家屋調査士とし
て、「人のつながりを大切にした豊かな地域社会を作
る」ということが感じられるイベントだと思います。

＜京都市への3Dスキャナ対応パソコン及びVRゴ
－グルその他の寄贈＞
明治27年6月に京都市会（市議会）は、現在の京
都市庁舎の場所に議事堂を建設することを決め、明
治28年3月に完成しました。その後、議事堂は改
築され、昭和2年4月に完成し、令和元年7月の特
別市会まで使用されていました。令和元年8月から
議場の改修工事が実施される前に歴史ある議場の
3Dデ－タを当会が作成し、その3Dデータを「京都
市会親子ふれあい議場見学会」にて閲覧できるよう、
3Dスキャナ対応パソコン及びVRゴ－グルを京都
市へ寄贈しました。
令和2年10月30日（金）午前11時30分から受納
式が行われ、その後、約10分程度、市長、議長及
び池谷会長を中心とした会談が行われました。
メディアとしましては、KBS京都、京都新聞、
毎日新聞、建設タイムズその他、当日、KBS京都
にて受納式の模様が放映されました。さらに、3D

デ－タの公開は、令和2年11月8日（日）に開催され
ました「京都市会親子ふれあい議場見学会」にて実施
されました。当日は午前・午後に分かれ、多数の親
子さんにご参加いただきました。

＜京都市会親子ふれあい議場見学会＞

2020年10月30日（金）
京都市への3Dスキャナ対応パソコン及び

VRゴーグルその他の受納式
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告知板

東京会（32名）
山口　典久 萩原　和弥 影山　　昭
大竹　圭七 成住　郁雄 茂木　健二
雉本　林市 伊藤　　晃 田端伸二郎
伊藤　孝浩 上野　佑介 比留間直幸
竹内　　学 田野上賢二 木村　幸平
中里　　優 津川　雄己 長谷川　亮
松野　晃斗 阿部　有菜 長谷川隆之
清水　　実 窪内　大将 杉田　優人
池田　直樹 𠮷川　博美 和田　祐二
武田　　徹 長谷川孝志 山中　　学
平沢　篤士 益子　陽介

神奈川会（14名）
小本　雄大 京極　翔太 山城　健二
大王　拓郎 尼子　伸一 川久保直裕
岩井　佑介 稲木　孝介 下　文平
黒石　直人 森　　祐太 土屋　勝喬
木原　　工 淺場　義彦

埼玉会（11名）
横山　正志 渡邉　　元 宮澤　一晃
亀山　敦史 嶋村　純季 長谷川克仁
常山　泰央 齋藤　祐也 茂呂　和慶
中村　寛臣 神宮　　太

千葉会（9名）
三森　知也 佐藤　浩司 佐藤　壽將
泉井　浩二 栁葉　雅希 豊泉孝一郎
近西　亮哉 石井　康夫 根津　徹也

茨城会（2名）
鈴木　徳子 加藤　　学

群馬会（2名）
柳　　正裕 茂木　義則

静岡会（2名）
前田　陽俊 大桑　利太

山梨会（2名）
山下　和之 大石　　裕

長野会（1名）
池田　愛弓

新潟会（1名）
佐藤　智彦

土地家屋調査士新人研修修了者
令和3年度土地家屋調査士新人研修（6月）の修了者は次のとおりです（順不同・敬称略）。

土地家屋調査士新人研修修了者
関東・近畿・中部・中国・九州・東北・北海道・四国ブロック協議会

関東ブロック協議会（76名）

近畿ブロック協議会（28名）

大阪会（14名）
梅垣　和也 加来　善輝 小西　修平
八木　崇允 片岡　美穂 坪内　隼斗
松尾　弘文 堀　　宏行 砂田　武義
丸山　裕光 武井　　康 柄川　　元
岡田真太朗 谷川　晃一

京都会（3名）
藤尾　　学 伊丹　良平 永井　雄亮

兵庫会（9名）
吉谷　篤郎 菰田　祐介 桒𠩤　一行
船本　佑介 青葉　洋明 大西　貴耶
中川　正人 三輪　恭子 熊橋　慶也

滋賀会（2名）
小川　一博 曽根　康寛
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中部ブロック協議会（20名）

愛知会（15名）
若子　昭一 鈴木　一郎 髙橋　正成
鈴木　直明 平野　浩司 中島　　凌
中村奈央子 渡瀨　真輔 田中　真治
塚本　兼之 石﨑　洋昭 鳥居隆志郎
加藤　和彦 祖父江和瑛 伊藤　健一

宮城会（2名）
阿部　喜大 寺島　和敏

福島会（1名）
赤城　英次

香川会（5名）
佐々木康弘 水地　明茂 澁川　　学
多田　昂史 髙橋　佑輝

広島会（1名）
岡野　隼也

福岡会（2名）
石矢　　純 林田　正行

札幌会（1名）
大野　浩史

三重会（1名）
𦚰　　昭博

岐阜会（4名）
森　　裕隆 松井　佑介 山本美代子
山本　光希

青森会（1名）
石田　和暉

徳島会（1名）
川村　武久

中国ブロック協議会（1名）

九州ブロック協議会（3名）

熊本会（1名）
山口　高広

函館会（1名）
岡田　誠司

東北ブロック協議会（4名）

北海道ブロック協議会（2名）

四国ブロック協議会（6名）
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この度、全国土地家屋調査士政治連盟定時大会に
おきまして、前期の副幹事長に引き続き副会長に就
任させていただくことになりました上田尚彦と申し
ます。よろしくお願いいたします。
会員の皆様には日頃から政治連盟の諸活動にご理
解とご協力を賜わりまして誠にありがとうございま
す。特に昨年10月に東京国際フォーラムで開催さ
れました「土地家屋調査士制度制定70周年記念（政
治連盟20周年記念）シンポジウム」におきましては、
全国の国会議員、地方議員の皆様をご招待させてい
ただき、多数のご参加をいただきました。ひとえに、
会員の皆様の日頃の活動と政治連盟へのご協力の賜
物だと心より感謝申し上げます。このシンポジウム
の成功に向けて5回にわたり衆参議員会館を回り、
土地家屋調査士制度を推進してくださる議員連盟所
属の国会議員の皆様にご案内とお礼訪問をさせてい
ただきました。運良く国会議員ご本人にお会いでき
た際には、国土強靭化と土地家屋調査士制度の関わ
りや、土地家屋調査士の「現場力」の凄さについて説
明させていただきました。シンポジウムの内容とと
もに土地家屋調査士への更なるご理解を頂戴できた
と思います。また、多くの国会議員ご本人から「土
地家屋調査士の〇〇先生とこの前勉強会をしたよ。」
等々各地の会員の皆様の名前がたくさん挙がりまし
た。全国の土地家屋調査士の仲間のご努力も肌で感
じることができました。
土地家屋調査士の環境はこの二年で大きく変わり
ました。①土地家屋調査士法の改正、②国の入札区
分に「登記関連業務」が追加、③土地基本法の改正、

④所有者不明土地関連法令の改正、⑤重要土地等調
査規制法案の制定etc.どれも、土地家屋調査士に大
きく関わることです。土地家屋調査士の地位向上・
知名度向上・業務の拡大にとってチャンスだと思い
ます。全国土地家屋調査士政治連盟（以下「全調政連」
という。）の一員として、政策提案等を通じて貢献で
きるように精進していきたいと思います。
さて私は、幹部会におきまして制度対策委員会委
員長を拝命いたしました。制度対策特別委員会の中
に、①狭あい道路（昨期に引き続き）、②法令改正、
③入札区分、④固定資産税課税台帳、⑤重要土地調
査規制法案その他のPTが設立されました。土地家
屋調査士に関わる重要な政策に関しまして、土地家
屋調査士を活用することがいかに重要で国民の皆様
のために役立つかということを、全調政連として中
身の濃い研究と検証を重ね、土地家屋調査士制度を
推進してくださる議員連盟の皆様に、より深くご理
解をいただけるようにするためです。先ほど記載し
ましたこのチャンスの時期に、土地家屋調査士の理
解者となる国会議員、汗をたくさんかいていただけ
る国会議員の方々を一人でも多く増やしたいと切に
願って活動いたします。
そして土地家屋調査士制度を未来につないでい
き、10年後20年後も土地家屋調査士同士がおいし
いお酒を飲みあえるように、また、より多くの皆さ
んが「土地家屋調査士になりたい。」と思っていただ
けるようになれればと思います。
つたない文章ではございますが、最後までお読み
いただき誠にありがとうございました。

∞　全国土地家屋調査士政治連盟　∞

未来へつなぐ未来へつなぐ
全国土地家屋調査士政治連盟　副会長　　上田　尚彦
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 土土 地地 家家 屋屋 調調 査査 士士  
賠賠償償責責任任保保険険  

令和 3 年 4 ⽉ 1 ⽇より、「情報漏えい特約」の補償範囲
を拡⼤し「サイバープロテクター特約」に変更しています。 
また、保険料も⾒直し、より加⼊しやすいオプションになりました。 

【お問合せ先】 

<取扱代理店>  有限会社 桐栄サービス  TEL.03(5282)5166 
〒101-0061  東京都千代⽥区神⽥三崎町 1 丁⽬ 2 番 10 号 ⼟地家屋調査⼠会館 6 階  

<引受保険会社> 三井住友海上⽕災保険株式会社  TEL.03(3259)6692 
〒101-8011   東京都千代⽥区神⽥駿河台 3-11-1 広域法⼈部営業第⼀課 

B20-102608 使⽤期限︓2022 年 4 ⽉ 1 ⽇ 

※このチラシは保険の特徴を説明したものです。詳細は商品パンフレットをご覧ください。 

保険期間︓令和 3 年４⽉１⽇から１年間 
中途加⼊可能です。毎⽉２０⽇締切・翌⽉１⽇補償開始となります。 

お⽀払例③ 

測量中、測量機が転倒し、
付近にいた⼦供が怪我をし
て所有者である調査⼠が賠
償責任を負った。 

お⽀払例① 

測量の際、境界標の設置
を誤り、誤った⾯積を登記
したために顧客に損害を
与えた。 

調査⼠に賠償責任が発⽣しな 
いケースでも⾒舞⾦の対象とな 
ります。 
＊ただし、事前に保険会社の同意が

必要となります。 

お⽀払例② 

事務所のパソコンがウイル
スに感染し、顧客の個⼈
情報が漏えいしたことで損
害賠償請求を受けた。 

⽇本⼟地家屋調査⼠会連合会共済会 



27土地家屋調査士　2021.9月号　No.776

連合会長　岡田潤一郎の水道橋通信

7月
21日　衆議院議員盛山正仁君を励ます会　オンラ
イン出席
兵庫県選出の衆議院議員の盛山先生を励ます会がオ
ンライン形式で開催され、リモート出席させていた
だいた。盛山議員は、国会議員の先生方の中でも、
いち早く所有者不明土地問題に警鐘を鳴らす活動を
してこられ、平成31年1月に発刊された先生の著
書である「所有者不明土地問題の解決に向けて」の編
集に当たっては、私も当時の連合会長として対談記
事を掲載いただいた。この日の挨拶でも「所有者不
明土地問題」を熱く語られていたのが印象的である。

21日　令和3年度政策・予算要望に関する打合せ
土地家屋調査士制度を応援いただいている各政党の
議員連盟に対する政策要望と予算要望に関して、四
名の副会長と打合せを行う。例年よりも早めの協議
ではあるが、コロナ禍における状況にも配慮した内
容を意識したところである。

21日　法務省民事局長離任着任挨拶の応対
小出民事局長が移動されることとなり、新任の金子
新局長と共にご挨拶に来所された。任期中、小出局
長にお世話になった國吉前連合会長にも私から連絡
の上、同席いただき、会長室にて柳澤・鈴木（泰）・
鈴木（貴）各副会長も交えて懇談させていただいた。

27日　全国土地家屋調査士政治連盟（全調政連）・
全国公共嘱託登記土地家屋調査士協会連絡協議会
（全公連）との打合せ（政策・予算要望について）
21日に第一次案として整理した、政策・予算要望（案）
を基に、担当副会長も同席の上、全調政連と全公連
の役員の方々と意見交換会を持った。私からの挨拶
として、両組織とは、これまでも連携の上、活動し
てきたが、更に一歩進めて、住民目線に立った「連動」
を念頭にした活動をお願いさせていただいた。

29日　法務省民事局民事第二課長離任着任挨拶の
応対
村松民事局民事第二課長も移動されることとなり、
新任の藤田新課長と共にご挨拶に来所された。村松
課長には、私自身前回の会長在職中にもお世話なっ
た。続いてお世話になった國吉前連合会長にも同席
いただき、懇談させていただいた。

30日　日本測量者連盟役員会
FIG（世界測量者連盟）の我が国における対応団体
であるJFS（日本測量者連盟）の役員会に出席する
ため、文京区の春日に向かう。私自身、5年ほど前
にクライストチャーチにて開催されたFIGのワー
キングウィークに参加した経験もあり、旧知の方々
から久方ぶりのご挨拶をいただいた。異国の地での
研究会に参加したことがきっかけによる、人の縁と
は本当に有り難く感謝である。ただ、世界的な新型
コロナウイルス感染症の拡大により、本年6月（オ
ランダ）のFIG会議もリモート開催だったと伺った。

30日　大阪土地家屋調査士会　令和3年度　本・支
部役委員研修会における講演（Zoomウェビナーを
利用したオンライン研修）
大阪会では、役員改選の年に、土地家屋調査士会・
支部役員、委員を対象に研修会を企画している。今
回はリモートでの参加であったが、連合会長として、
大阪会のリーダーの皆さんとお話をする機会を準備
いただいた。連合会は、土地家屋調査士会や支部の
会員を。土地家屋調査士会は支部や会員を。支部は

7月20日
	 ～8月15日	

連合会長　
岡田潤一郎の水道橋通信

水道橋にある土地家屋調査士会館の6階の会議
室には、初代連合会長・降旗徳弥先生から数えて、
15名の歴代連合会長の肖像写真が飾られている。
私は、現連合会長として悩ましい事象に遭遇する
と、この15名の歴代会長の写真の前で、姿勢を正
して相談することにしている。早朝、誰もいない
会議室で一人、心静かに写真に語りかけると不思
議と落ち着くのである。15名の連合会長は、どの
顔も笑顔で私の心の声を聞いてくれている。歴代
会長が歩み、築いてこられた道こそが、はるかに
困難だったはずなのに笑顔で見守ってくれる。こ
の時間は、私にとって偉大な先人たちの懐の深さ
に触れるのと同時に、制度の未来に思いを巡らせ
ることのできる真楽な時間である。



【重要】令和3年度第2回土地家屋調査士新人研修　延期のお知らせ

日本土地家屋調査士会連合会

標記新人研修については、令和3年10月6日から3日間の日程で開催する予定でしたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響に伴う諸情勢に鑑み、同感染症の感染拡大を防止する観点から、同研修の日程を下記のと
おり延期することとしました。
詳細につきましては、決定次第、所属の土地家屋調査士会を通じて改めてお知らせいたします。
ご迷惑をお掛けしますが、何とぞご理解いただきますようお願いいたします。

記

延期後の日程　　令和4年2月14日（月）～ 16日（水）
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会員を。それぞれ下から支え合う意識で、共に発展
を目指すことをお願いさせていただいた。

8月
2日　第5回常任理事会（電子会議）
8月に入って、コロナ禍は収まるどころか、更に勢
いを増してきた。今回もリモートを活用しての常任
理事会を招集。先月開催した各部会と引継会を経て、
各部が確認しておくべき案件と情報共有すべき事項
を整理することを主眼においた協議を行った。

5日　全国土地家屋調査士政治連盟（全調政連）　第
3回幹部会
全調政連の幹部会も多くの参加者が、リモートによ
る出席だった。ご挨拶の後、主に所有者不明土地問
題や政局等について意見交換をさせていただいた。

12日　第3回研修部会（電子会議）
研修部会にリモートにて出席。新型コロナウイルス
感染症の感染状況を考慮し、本年10月に予定して
いた新人研修会の開催に関して、連合会長としての
考えを伝え、対応を指示させていただいた。
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7月16日～ 8月15日会 誌日務

会務日誌

7月
19日
第3回財務部会（電子会議）
＜協議事項＞
1	 予算執行の適正管理について
2	 中長期的な財政計画の検討について
3	 土地家屋調査士法人会員に係る日本土地家
屋調査士会連合会の会費の誤納への対応に
ついて

4	 親睦事業の検討及び実施について
5	 各種保険への加入の促進及び共済会事業へ
の支援について

6	 国民年金基金への加入の促進について
7	 土地家屋調査士会の財政面における自律機
能の確保について

8	 事務引継書「第3　懸案、留意事項等」への
対応について

9	 資金運用について
10	令和3年度の財務部会等について
11	会長指示への対応について

第2回特別研修運営委員会（電子会議）
＜協議事項＞
1	 令和3年度特別研修運営委員会事業計画に
基づく執行計画について

2	 第16回土地家屋調査士特別研修について
3	 第17回土地家屋調査士特別研修について
4	 第15回受講者からの照会について

8月
2日
第5回常任理事会（電子会議）
＜審議事項＞
1	 令和4年春の叙勲及び褒章受章候補者の推
薦について

2	 制度対策本部員及び各種委員会等の委員等
の選任について

3	 eラーニングコンテンツ制作に係る業者と
の業務委託契約の更新について

4	 土地家屋調査士特別研修の実施に係る委託
契約の更新について

＜協議事項＞
1	 土地家屋調査士会戸籍謄本・住民票の写し
等職務上請求書取扱管理規程（モデル）の一
部改正（案）について

2	 土地家屋調査士懲戒処分事例集（平成30年4
月1日～令和3年3月31日）の作成費用につ
いて

3	 土地家屋調査士法人会員に係る日本土地家
屋調査士会連合会の会費の誤納への対応に
おける進め方等について

4	 エドモント倶楽部について
5	「土地家屋調査士業務取扱要領」（冊子）の追
加送付について

6	 令和3年度第2回土地家屋調査士新人研修
の実施について

7	 会員数に応じた事業助成の対象となってい
る土地家屋調査士会を対象としたオンライ
ン研修会について

8	 令和3年度第1回全国ブロック協議会長会
同の運営等について

9	 令和3年度第1回全国会長会議の運営等に
ついて

4日
第2回社会事業部会（電子会議）
＜協議事項＞
1	 法務省不動産登記法第14条地図作成作業に
おける境界標設置について

2	 令和3年度社会事業部の事業執行について
3	 次回社会事業部会の開催日程について

5日、6日
土地家屋調査士総合研究所（仮称）創設に関する
検討PT（電子会議）
1	 土地家屋調査士総合研究所（仮称）創設につ
いて

6日
第2回研究所会議（電子会議）
＜協議事項＞
1	 令和3年度の研究所研究テーマ及び概要に
ついて

2	 令和3年度の研究所研究員選任について

12日
第3回研修部会（電子会議）
＜協議事項＞
1	 令和3年度第2回土地家屋調査士新人研修
について

2	 会員数に応じた事業助成の対象となってい
る土地家屋調査士会を対象としたオンライ
ン研修会について
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　新体制による令和3年度事業のスタート

令和3年6月2日に開催された定時総会を経て、
新体制による令和3年度の事業がスタートしまし
た。今回はこの紙面をお借りして、会長及び副会長
からの就任挨拶、意気込みなどを語っていただきま
した。

会長　　榊原　典夫
平素は、全国公共嘱託登記

土地家屋調査士協会連絡協議
会（以下「全公連」という。）の活
動につきまして多大なるご理
解と、ご支援をいただいてお
りますことに、この稿をお借
りしましてお礼申し上げます。
今般、先の全公連定時総会
の役員改選において、全国各ブロック協議会のご推
薦を戴き3期目の会長職を拝命いたしました。ご支
援いただきました皆様に、改めて感謝と御礼を申し
上げます。
全公連の会務運営に当たっては、業務研究や新規
事業の検討などの加盟協会への情報発信、さらに中
央官公庁や関係団体への要望活動などを、理事役員
が自ら考え行動することで、業界団体の評議会的な
全公連会務運営の改善に取り組んでまいりました。
その結果は、昨年の土地家屋調査士制度制定70周
年記念シンポジウムが、コロナ禍の中でも日調連・全
調政連・全公連の共催により盛会裏に開催できたこ
とではないかと思います。担当された日調連・全調
政連・全公連役員、さらには参加された多くの全公
連加盟協会役員に改めて感謝と御礼を申し上げます。
土地家屋調査士制度の将来においては、一般事件
の減少から公共嘱託登記業務の安定的受託は欠かせ
ない課題となっています。一方、大規模災害時にお
ける社会インフラの復旧・復興は、日々の防災・減
災を念頭に、国土強靭化施策を計画的に実行するこ
とが急務であるといわれています。
そこで全公連では、これらの社会問題にも大きく
貢献できる事業として、災害時復興支援事業と狭あ
い道路解消登記処理業務、官民境界確認補助業務、

未登記処理業務、里道水路の地方分権譲与後の土地
表題登記業務等の啓発を行っております。
また、不動産登記法第14条第1項地図作成作業、
国土調査法第19条第2項・第19条第5項による地
図整備事業の分析・研究と発注官公署に対する改善
提案及び事業への参画の推進も行っております。
このような事業推進を図ることにより、全国協会
に対して受託者としての業務処理方法の現状分析と
改善点を提案し、組織改革や新しい技術等の導入を
実践することで、協会と発注者との信頼関係の構築
につなげてまいりたいと考えています。
全公連では、今後とも業界団体の一員として、全
国協会の事業活動が活発に推進できるように、社会
が求める事業の提案と法整備に向けた検討や陳情等
を行い、全国協会が多くの官公署から選択され、公
益目的事業の拡大を図ることが社会貢献につながる
ということを、実証できるよう活動を行ってまいり
たいと考えています。
全公連とその加盟協会は、コロナ禍における社会
の変革と共存しつつ、常に備え、常に挑戦できる組
織で在り続けるために努力してまいります。全公連
への変わらぬご支援とご協力をお願いし、全公連会
長就任挨拶と御礼に代えさせていただきます。

副会長　　望月　繁和
総務・経理・広報・公益・
災害担当副会長の望月です。
現在のコロナ禍において、
色々経験させていただいた1
年でしたが、令和3年度も状
況の好転は見込めないことが
想定されます。そのような状
況下でも事業を停滞させず、
積極的に活動するため、私の担当する本年度の事業
計画として以下の5つがあります。
1．全公連組織及び運営に関する検討
2．�協会の充実発展に資する環境整備と協会が行
う事業に関する研究

3．広報活動の充実
4．公益法人の運営に関するサポート
5．災害支援時協定に基づく研究と対応
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昨年度は、全公連法第14条第1項地図作成作業
一筆地調査・工程管理支援ソフトを立ち上げ、運用
を始めてきています。本年度は、特に協会を取り巻
く環境の整備の一つとして、デジタル化社会に対応
するためのWebGISの運用に向け、行政と共に官民
協働ができるシステムの構築の準備をしています。
また、災害発生時の復興・復旧が迅速に対応できる
よう、加盟協会と災害協定を締結していただいてい
る企業の皆様とMicrosoft Teamsを用いた訓練を行
い、有事に備えたいと思います。
全国加盟協会が多くの官公署から選択され、公益
目的事業を通し社会貢献につなげられる事業の紹介
ができるよう活動を行ってまいりたいと考えており
ます。

副会長　　堀　次夫
第36回総会とこれに続く
理事会において引き続き副会
長に選任いただきましたこと
御礼を申し上げます。担当部
門は昨年度と同じく、公共嘱
託登記制度と公益事業推進に
向けた官公署に対する啓発を
重点的事業とし、公共調達手
法の適正な運用にかかる研究と提言を中心に、ご協
力いただく会員皆様のほか外部専門家、学識経験者
のご意見を得ながら提案書、啓発書の作成を行い、
これを基に啓発活動を行います。

副会長　　花本　政秋
全公連副会長として二期目
となりました、昨年度は、新
型コロナで始まり、新型コロ
ナで終わる一年でした。業務・
研修の担当としては満足した
活動ができず残念でした。
各協会の色々な情報を収集

し、発信するのみでしたが、

今後の業務推進の指針になったものと思います。
今年度は、重点的事業を中心とした内容で、全国
のブロックに二か年で出前研修会を開催する予定で
す。内容については今からしっかり検討していきま
すが、全国の協会の要望に沿ったもの、また、タイ
ムリーな内容にしたいと考えます。研修担当として
その責務を果たしていきたいと思います。早く新型
コロナが収束し、東京で安心して皆さんが集まれる
ことを祈っています。

副会長　　伊藤　秀樹
この度、副会長を拝命いた
しました業務担当の伊藤で
す。昨年まで務めた愛知協会
の理事長としての経験を生か
し、榊原会長が掲げる選択さ
れる協会を目指し活動したい
と思います。そのためには、
全国の各協会が組織の充実と
業務の充実・拡大を推進することが重要であると考
えます。特に減災の観点から狭あい道路の解消や未
登記処理の解消を始め、官民境界確認補助業務、分
権譲与後の土地表題登記など、復元可能な地図を作
ることにより迅速な社会資本整備の実現を後押しで
きる業務を推進したいと思います。最後に連絡協議
会としての自覚を持って榊原会長を補佐していきま
すのでよろしくお願いいたします。

　会議経過

6月2日	 第36回定時総会及び第1回研修会
（ホテルメトロポリタンエドモント
からのweb配信）

7月12日	 第4回理事会
7月27日	 三団体打合会
7月28日	 第3回正副会長会議



国民年金基金

国民年金基金への思い
広島会　　瀬戸　和夫

まで経験したことのない「コロナ禍」の影響で、事務
所運営には厳しい時代となっており、将来このよう
な不測の事態が生じる可能性はこれから先も必ずあ
ると思っております。
国民年金基金に加入した動機は、少々不純ではあっ

たかも分かりませんが、あの時加入しておいて良かっ
たと、今では年金の支給のおかげで売り上げが減少
しても、不安無く生活を送らせていただいております。
特に若い会員の皆様は、「一生元気で働ける」、「自
営業には定年は無い」と思っておられることと存じ
ます。私も若い頃は将来体力が落ちて業務の執行が
できなくなり、売り上げが減少する様なことなど一
切考えもしておりませんでしたが、確実に老いてく
るという現実に直面しております。
若い会員の皆様も将来ゆとりのある安堵できる生活、

今現在の節税対策にもなりますし、早い段階で考慮さ
れるのが得策ではないかと私は確信しておりますので、
国民年金基金への加入を推奨いたしたく思います。
私自身、今から思えば、元気なときにはもっと
もっとバリバリと活動し、目いっぱい掛金を払って
税金対策をするぐらいの働きをしておけば、今より
もずっと楽しみのある年金生活ができていたかなと
思っております。
最後にもう一点心残りは、愛妻にも加入させてお
けば良かったかなと悔やんでおります。

広島会の瀬戸和夫と申します。私は、昭和23年生
まれの所謂「団塊世代」です。昭和48年にご縁があっ
て「土地家屋調査士　大田進事務所」に入所しました。
初めて土地家屋調査士という仕事がある事を其の時
に知り、補助者として業務に携わってまいりました。
昭和60年に土地家屋調査士に登録をして以来、
36年間業務に携わってきております。高校卒業後
の5年間は会社勤めをしていましたので、厚生年金
に加入していましたが、その後は国民年金への加入
となりました。
土地家屋調査士事務所開業（当時37歳）当初でも、
年金制度にはいろいろと不安な話はありましたが、
なかなか個人での資産運用はできないと思い、少々
心配になっておりました。
なかなか売り上げは伸びず、将来の「ゆとり」より
今現在を「生きる」ことのほうを最優先として、業務
の執行に励み、年金のことを考える余裕は無くなっ
ておりました。
開業して数年すると、嬉しいことに売り上げが伸
びてきました。そんな中、平成3年に国民年金基金
制度が創設されるとのことで、「節税対策になりま
すよ」という「うたい文句」に流されて早速に加入を
決めました。
制度の内容をお聞きし、終身年金と65歳から10
年間だけ支給される確定年金があるとのことで、加
入当時は自分なりの年金生活の「プラン」を立てて加
入しました。65歳で引退をして、まだまだ体力に
ゆとりがあるうちに好きなことをして「ゆったり」と
した年金生活を夢見て、終身年金と確定年金の両方
を選択し加入しましたが、なかなか思うようにはい
かないのが現実であります。
土地家屋調査士も自営業でありますので、売り上
げは各年度によって上下し、掛金の支払いに厳しい
時もありましたが、減額したりしてなんとか払い込
みを完了しました。
長年事務所運営をしてまいりましたが、現在これ

国民年金基金
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	登録者

令和3年7月1日付
埼玉	2743	 伊 	 健児
静岡	1841	 小林	 洋一
長野	2619	 中原	 隆弘
京都	 928	 横井	 明美
兵庫	2546	 小林	祐太朗
兵庫	2547	 橘	 幹治郎
兵庫	2548	 玉田	 智彦
滋賀	 465	 阪田	 康樹
愛知	3064	 加藤	美和子
三重	 916	 中川	 雄介
広島	1922	 安部	 俊輔
山形	1247	 中川	 勝昭
札幌	1226	 吉川	 貴行
徳島	 523	 尾﨑	 茂樹

令和3年7月12日付
千葉	2239	 松本	 洋人
栃木	 950	 中里	 正
大阪	3404	 藤井	 洋
愛知	3065	 腰嶋	 正誉
宮城	1064	 吉田	 充
釧路	 356	 川野	 滋生

令和3年7月20日付
東京	8216	 尾上	 友一
東京	8217	 谷道	 紗奈
東京	8218	 森	 陽樹
千葉	2240	 入	 賢司
大阪	3405	 天野	 雅之

	 �登録取消し者

令和3年5月5日付
大分	 657	 加藤	 明

令和3年5月7日付
東京	8197	 横溝	 邦晃

令和3年5月28日付
神奈川	 1695	 下村	 陸夫

令和3年6月4日付
千葉	1055	 岡庭	 幸夫

令和3年6月9日付
福島	1340	 能嶋	 秀幸

令和3年6月10日付
千葉	1946	 塙	 誉志和

令和3年7月1日付
神奈川	 2000	 宮島	うめ子
大阪	1188	 落合	庄三郎
大阪	1611	 八杉	 徹

令和3年7月12日付
東京	6477	 福滿	 昭人
神奈川	 1693	 畑	 英夫
茨城	 845	 阿部	 修一
静岡	 792	 古谷	 輔範
新潟	1983	 城丸	 光夫
大阪	1195	 市原	 一勲
大阪	1673	 西村	 憲夫
福井	 202	 田中	 洋子

広島	1480	 住本	 隆
大分	 526	 深江	 孝雄
大分	 660	 時枝	豊太郎
熊本	 881	 齊田	 稔
宮崎	 809	 髙岡	 宏文
宮城	 888	 尾形	 淳

令和3年7月20日付
埼玉	 968	 荻原	 守利
大阪	2028	 高見	 賢
兵庫	1893	 髙田	 寿宏
山口	 906	 宮田	 武子
熊本	1226	 渡辺	 勝志
沖縄	 421	 宮良	 師英

	 �ADR認定土地家屋調査士
登録者

令和3年7月1日付
長崎	 810	 中尾	 俊郎
宮城	1044	 武田	 英伸
宮城	1036	 泉	 裕一

令和3年7月12日付
千葉	2239	 松本	 洋人

土地家屋調査士名簿の登録関係

土地家屋調査士名簿の登録関係
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日調連ウェブサイト更新情報

7月31日は、「土地家屋調査士の日」です。
日本土地家屋調査士会連合会の概要をご覧ください。
URL　https://www.chosashi.or.jp/association/about/summary/

土地家屋調査士の日

土地家屋調査士PRポスターデザインコンテストについて
7月31日の「土地家屋調査士の日」に関する啓発活動の一つとして学生を対象とした「土地家屋調査士PR
ポスターデザインコンテスト」を開催しています。
URL　https://www.chosashi.or.jp/activities/pr-poster2021/

土地家屋調査士PRポスターデザインコンテスト

会報「土地家屋調査士」について
8月号を掲載しています。
URL　https://www.chosashi.or.jp/activities/publications/newsletter/

出版物のご紹介

日調連ウェブサイト更新情報日調連ウェブサイト更新情報
日調連ウェブサイトを随時更新しています！！
詳しい内容は、当ウェブサイトをご覧ください。

広報キャラクター「地
ちしき
識くん」

会 員 の 広 場
―　会員の方へのお知らせ　―

会員専用ページに更新情報がありますのでご確認ください。
URL　https://www.chosashi.or.jp/members/
～　IDをお持ちでない方　「新規ユーザー登録」からID申請について　～

※ ID申請後、3日（土日祝日及び年末年始を除く）たってもID がメールで届かない場合、その旨を連合会
へお知らせください。

※ 「会員の広場」は、2011年5月に登録方法が変わりました。
2011年5月以前に登録されたID・パスワードはご利用にはなれませんので、改めて登録をお願いします。
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【新しい発想】
全国では新型コロナウイルス感染症拡大の中、批
判的な声もたくさんあることかと思いますが、東京
ではオリンピックが開幕され連日熱戦が繰り広げら
れました。
個人的な意見になりますが、東京にオリンピック
が招致されることが決定されてから、この日を目標
に努力してきた選手の皆さんや建設から運営に携
わってきた方々の苦労などを考えると、とても中止
といった選択はできないだろうと思いました。
無観客での競技開催を余儀なくされた東京オリン
ピックですが、日本選手の活躍が続き、やはり自国
での開催は選手にとって特別な思いがあったと感じ
られます。柔道男子においては全7階級のうち5階
級が金メダルに輝きました。これには、柔道男子日
本代表の井上康生監督の新しい指導方法、今までの
練習方法を見直し、科学的なトレーニングや技術面
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の強化が大きかったと聞いています。
会報誌では8月号から「事務所運営に必要な知識」

で「地籍DXと宇宙システムの利用」といった先進技
術の内容が全3回で紹介されています。今更？とい
われてしまうかもしれませんが、私の事務所でも
GNSS受信機を導入し、機械を設置し数秒待つだけ
で世界測地系の座標が取得できるようになりました。
技術的な面では日々進化しており、ひょっとすると
スマートフォンをかざすだけで境界が分かってしま
うような時代が来るかもしれません。まさか土地家
屋調査士の仕事が…とならないように研鑽してまい
りましょう。今までの古い考えだけにとらわれず、
新しい考えを取り入れていくことも大切だと感じま
した。
本号から新広報部による会報誌の編集作業が始ま
りました。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

広報部次長　久保智則（長野会）
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